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([料 [f

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
政
教
分
離
の
原
則

(七)

伯アメリカ合衆国における政教分離の原則

日

次

序

第
一
章
抽
植
民
地
時
代

第
一
節
教
会
と
植
民
地
に
お
け
る
政
治
の
結
合

第
二
節
教
会
と
植
民
地
に
お
け
る
政
治
の
分
離

第
三
節
宗
教
的
寛
容
と
政
教
分
離
の
原
因
(
以
上
本
誌
一
五
巻
三
号
〉

第
二
章
修
正
第
一
条

第
一
節
修
正
第
-
条
制
定
以
前
の
状
況

第
二
節
憲
法
第
六
条
三
項
と
修
正
第
一
条
の
制
定

貫主

本

夫

一ゴ一円
H
，rq
，
 

第
三
節
憲
法
第
六
条
三
項
と
修
正
第
一
条
制
定
以
後
の
状
況
(
以
上

本
誌
一
五
巻
四
号
)

第
四
節
修
正
第
一
条
の
解
釈

第
五
節
修
亙
第
一
条
の
成
立
と
州
へ
の
適
用
(
以
上
本
誌
二
八
巻
一

号
)

第
三
章
物
質
的
援
助
の
問
題

第
一
節
宗
教
団
体
経
営
の
施
設
に
対
す
る
援
助
(
以
上
本
誌
二
ハ
巻

四
号
)

第
二
節
教
区
校
児
童
に
対
す
る
教
科
書
等
の
供
給
問
題
(
以
上
本
誌

一
七
巻
一
号
)
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料

第
三
節
教
区
校
児
童
に
対
す
る
無
料
ハ
ス
輸
送
の
問
題
(
以
上
本
誌

一
八
巻
二
号
)

第
四
節
教
派
所
属
教
育
機
関
に
対
す
る
資
金
援
助
を
め
ぐ
る
判
例
と

最
近
の
立
法

第
一
一
項
州
に
お
け
る
判
例

一
問
題
の
所
在

二
教
派
大
学
の
施
設
に
対
す
る
援
幼
の
問
題

第
二
項
逮
邦
政
府
に
よ
る
最
近
の
立
法

一
問
題
の
所
在

二
一
九
六
三
年
高
等
教
育
施
設
法

一
一
一
一
九
六
五
年
初
等
中
等
教
育
法

四
一
九
六
五
年
高
等
教
育
法

第
三
項
ま
と
め
(
以
上
本
号
)

第
四
章
宗
教
教
育
お
よ
び
宗
教
的
儀
式
に
対
す
る
援
助
の
問
題

結

び

資

第
四
節

教
派
所
属
教
育
機
関
に
対
す
る
資
金
援
助
を

め
ぐ
る
判
例
と
最
近
の
立
法

第
一
項

州
に
お
け
る
判
例

す
で
に
本
章
第
}
節
第
一
項
の
、
宗
教
団
体
経
営
の
施
設
に
対
す
る
援

助
の
問
題
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
宗
教
団
体
付
属
の
教
育
機
関
に
援
助

を
与
え
る
事
例
は
違
憲
と
解
せ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
G

た
と
え
ば
、
そ
の
よ

〈

1
〉

う
な
例
と
し
て
、
サ
ウ
ス
・
ダ
ヨ
タ
州
の
タ
コ
タ
長
老
人
安
対
州
事
件
、
カ
ン

(
2
)
 

ザ
ス
州
の
ア
チ
ソ

γ
鉄
道
会
社
対
ア
チ
ソ
ン
事
件
、
お
よ
び
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

(
3
v
 

州
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
対
ス
タ
ン
ト
ン
-
評
議
員
会
事
件
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
宗

教
団
体
の
経
営
に
な
る
施
設
に
対
し
、
国
が
公
金
を
支
出
す
る
の
を
違
憲
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
判
例
は
、
い
ず
れ
も
一
八
九
一
年
、
一
八
九
二
年
、
一
九
一
六

年
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
か
ら
考
え
る
と
こ
れ
ら
の
州
の
場
合
、
宗

教
団
体
経
営
の
学
校
に
対
す
る
直
接
援
助
の
問
題
は
す
で
に
否
定
的
に
解
決

さ
れ
て
い
る
と
一
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
の
場
合
は
教
派

の
大
学
に
対
す
る
教
師
の
資
格
取
得
の
委
託
教
育
費
用
を
支
払
っ
た
行
為

が
、
ま
た
カ
ン
ザ
ス
州
の
場
合
に
は
市
に
よ
る
教
派
の
大
学
に
対
す
る
施
設

費
の
支
出
が
、
そ
し
て
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
場
合
に
は
教
派
の
大
学
内
部
に

公
立
校
を
開
設
し
、
川
が
教
育
費
を
同
大
学
に
支
払
っ
た
行
為
が
そ
れ
ぞ
れ

州
憲
法
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
右

の
種
類
の
行
為
は
す
で
に
か
な
り
古
い
時
代
に
結
論
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
問
題
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

-
と
こ
ろ
が
、
次
節
に
も
あ
げ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
教
育
機
関
に
対
す

る
直
接
的
な
経
済
援
助
が
容
認
さ
れ
る
傾
向
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、

北法19(1・182)182



児
童
、
生
徒
の
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
国
家
に
よ
る
強
力
な
援
助

が
必
要
で
あ
る
、
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
是
認
さ
れ
る
背
景
に
は
、
す
で
に
触
れ
た
エ
ヴ
ア
ソ

ン
判
決
以
来
の
、
児
童
福
祉
論
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
拡
張
的
解
釈
を
認
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
正
)
条
と
の
調
和
を
考
え
る
立
場
が
あ
る
の
で
あ

る
。
右
に
あ
げ
た
州
の
一
二
つ
の
判
決
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
否
定
さ
れ
た
理
由

は
、
そ
れ
ら
の
援
助
が
い
ず
れ
も
国
に
よ
る
直
接
的
な
援
幼
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
意
味
で
直
接
的
な
経
済
援

的

助
は
修
正
一
条
に
違
反
す
る
、
と
す
る
命
題
が
自
明
の
も
の
と
し
て
受
け
と

ら
れ
る
に
至
っ
て
い
た
、
と
号
一
口
い
得
る
の
で
あ
る
。

アメリカ合衆国における政教分離の原則

こ
れ
に
対
し
、
ェ
ヴ
ア
ソ
ン
判
決
の
「
児
童
福
祉
論
」
が
裁
判
所
に
よ
っ

て
肯
定
さ
れ
た
理
由
は
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
直
接
的
な
援
助
で
は
な
く
、

児
童
そ
の
も
の
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
援
助
の
範
囲
は
一
般
の
児

童
の
場
合
と
同
様
な
程
度
に
と
ど
ま
る
と
す
る
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
修
正
一
条
の
下
で
宗
教
団
体
に

対
す
る
援
助
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
一
般
の
児
童
、
生
徒
の
福
祉
に

役
立
つ
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
利
益
を
私
立
校
、
お
よ
び
教
区
校
児
童
、
生

徒
に
も
及
ぼ
す
、
と
す
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
裏
を
返
し
て

言
え
ば
修
正
一
条
の
存
在
は
、
教
区
校
あ
る
い
は
宗
教
団
体
の
経
営
す
る
学

校
に
通
学
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
右
の
一
般
的
利
益
の
受
益
者
た
る
地
位
を

奪
う
も
の
で
は
な
い
、
と
ラ
一
口
う
こ
と
に
な
る
。

少
な
く
と
も
一
九
四

0
年
代
に
お
い
て
は
右
の
解
釈
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
連
邦
政
府
に
よ
る
、

一
九
五
八

年
の
国
家
防
衛
教
育
法
を
鳴
矢
と
し
て
、
そ
の
後
の
一
九
六

0
年
代
の
三
立

法
の
段
階
で
は
、
右
の
一
九
四

0
年
代
ま
で
の
、
児
童
自
身
に
対
す
る
直

接
援
助
は
認
め
ら
れ
る
が
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
直
接
援
助
は
認
め
ら
れ
な

い
、
と
す
る
命
題
に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

〔

q
d】

こ
の
点
で
は
い
ま
だ
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
判
決
は
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

立
法
の
内
容
そ
の
も
の
に
は
右
の
趣
旨
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
対
す
る
反
論
も
強
い
が
州
の
最
高
裁
判
で
は
こ
の
点
に
つ
き
、
肯
定
的

に
解
し
た
事
例
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
本

《

4
v

節
第
一
項
に
あ
げ
る
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
最
高
裁
判
決
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
直
接
的
な
資
金
の
支
出
を
、

学
生
の
資
質
向
上
を
目
標
と
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
ら
資
金
が
宗
教
活
動
と
は
無
関
係
な
分
野
に
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
資
金
援
助
を
受
け
る
施
設
が

宗
教
的
な
色
彩
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
、

等
を
理
由
に
合
憲
と
し
た
の
で

あ
る
。第

二
項
は
右
の
諸
点
に
鑑
み
、
連
邦
政
府
に
よ
る
教
育
計
画
の
中
で
、
私

北法19(1・183)183 



料

立
校
、
教
区
校
に
対
す
る
援
助
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る

か
、
を
立
法
の
内
容
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ

資

ら
の
立
法
に
お
い
て
、
宗
教
団
体
の
経
営
に
か
か
る
私
立
校
に
対
し
認
め
ら

れ
る
援
助
の
形
態
は
、
一
九
四

0
年
代
の
そ
れ
に
比
較
し
、
よ
り
直
接
的
で

あ
る
。
こ
れ
が
是
認
さ
れ
る
理
由
と
し
て
現
代
に
お
け
る
理
数
科
教
育
の
重

視
、
お
よ
び
そ
の
必
要
性
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
児
童

福
祉
論
乃
至
公
福
祉
論
の
拡
張
解
釈
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
を
段
階
的
に
あ
げ

る
と
、
ま
ず
、
第
一
の
段
階
で
は
援
助
は
児
童
そ
の
も
の
、
に
対
す
る
も
の

で
あ
り
、
ェ
ヴ
ア
ソ
ン
判
決
が
こ
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
の
段
階
で
は
援
助
は
児
童
そ
の
も
の
に
対
す
る
ほ
か
、
児
童
の
使
用
す

る
学
校
備
え
付
け
用
品
を
含
む
に
至
る
。
一
九
五
八
年
の
国
家
防
衛
教
育
法

の
立
場
は
そ
れ
で
あ
る
。
更
に
第
三
の
段
階
で
は
、
右
以
外
の
建
築
物
等
の

施
設
に
対
す
る
援
助
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
の
高
等
教
育
施

設
法
の
立
場
は
こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
次
に
あ
げ
る
メ
リ
l
ラ
ン

ド
判
決
も
こ
の
範
鴎
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
最
近
の
立
法
、
判
決
を
含
め
て
考
え
て
み
る
と
、
国
家
に
よ

る
宗
教
関
係
に
対
す
る
経
済
的
援
助
の
問
題
は
、
国
家
の
一
般
目
的
で
あ
る

教
育
水
準
の
向
上
を
遂
行
す
る
際
の
、
援
助
の
限
界
、
お
よ
び
そ
の
基
準
を

い
か
に
定
め
る
か
、
と
言
う
点
に
か
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
1
)
p
r
o同
防
∞
百
G
L

〈
-
m
E
0・
8

2・
4
ぐ・

8
N・
3
S
H
)・
三
章
一
節

一
項
一
〔
叩
〕
(
一
六
巻
四
号
一
一
七
!
一
一
八
頁
)
参
照
。

(

2

)

同
ロ
〉
R
v
z
c
p
叶・色町

ω・
明
・
戸
ハ
uc・
〈
・
〉
R
7
3
0
3・N
凶
司
田
n
-
z
o
o
-

(
H
S
N
)・
同
〔
吃
〕
(
同
一
一
九

i
一二

O
頁
)
参
照
。

(
3
)
J
5
E
m
g
:・
図
。
日
仏
D
同
吋

2
3
9
5
ω
・
当
・
呂
田
二

5
由)・

同
〔
行
〕
(
同
一
二
三
|
一
二
四
頁
)
参
照
。

∞
〉
』
cE.ロ凶
-
c『
(urcRYω
ロ仏

ω
S
R
A悼
H
0
・(回申白血凶)・

国
o
g
n
m
g
gロ

z
a
E〈・回
O
R
ι
c同
司
ロ
『
一
回
口
当

2
E
C『
呂
田
ミ
・

(
3
)
 

(
4
)
 一戸口
ι・H
F】
戸
門

F
h
F
C戸

教
派
大
学
の
施
設
に
対
す
る
援
助
の
問
題

〔

1
〕

右
に
述
べ
た
よ
う
な
立
場
か
ら
生
じ
た
問
題
と
し
て
、
メ
リ
l
ラ
ン

ド
州
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
四
つ
の
制
定
法
(
こ
れ
は
後
に
あ
げ
る
よ

う
に
宗
教
団
体
付
属
の
大
学
の
施
設
整
備
資
金
の
支
出
を
定
め
る
も
の
で
あ

る
が
)
の
合
憲
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
六
六
年
の
メ

リ
l
ラ
ン
ド
最
高
裁
の
ホ
l
レ
ス
・
マ
ン
・
リ
l
グ
対
公
共
事
業
委
員
会
事

〔

1
)
件

同

0
5
2
Y向
ω
E
Z
a
5
〈・

ω
B
L
G『

2
5。
巧
CHrω

で
あ
る
。

事
案
は
、
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
議
会
が
以
下
の
四
教
派
大
学
、
す
な
わ
ち
、

Z
S仏
門
乙
一
内
聞
に
君
主

m
E
ζ
R
E
E
F
}一内向。、

Z
2
2
P
E
σ
合一一命問。

お
よ
び

F
F
m
8
7
h
c一
一
め
問
。
に
対
し
て
、
そ
の
施
設
整
備
費
と
し
て
前
二

者
に
そ
れ
ぞ
れ
五

O
万
ド
ル
、
後
二
者
に
そ
れ
ぞ
れ
七
五
万
ド
ル
支
給
す
る

北法19(1・184)184



こ
と
を
定
め
る
四
つ
の
制
定
法
を
制
定
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
こ
れ
ら
の

資
金
は
い
ず
れ
も
、
大
学
に
お
け
る
以
下
に
触
れ
る
教
育
施
設
の
建
設
、
整

備
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

」
れ
に
対
し
、
原
告
ホ
1
レ
ス
・
マ

γ
・
リ
ー
グ
他
九
人
の
市
民
が
納
税

者
と
し
て
右
制
定
法
の
合
憲
性
を
求
め

一
九
六
三
年
九
月
一

O
日
周
州
ア

ン
・
ア
ル
ン
デ
ル
(
〉
ロ
兄
〉

E
E己
)
郡
の
巡
回
裁
判
所
に
訴
状
を
提
出
し

た
。
原
告
代
表
は
レ
オ
・
プ
エ
フ

7
l
p
g
司
宣
言
)
、
被
告
は
同
州
知

事
、
財
務
長
官
、
公
共
事
業
委
員
会
お
よ
び
右
の
四
大
学
で
あ
る
。

右
に
き
口
う
施
設
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

伯

)
 
-(
 
C
巳
門
市
内
山
わ

Z
E
r
o『

n
Z互
に
届
け
る
女
子
大
学
で
あ
る

Z
S品

アメリカ合衆国における政教分離の原則

【

UG--om
ゅ
で
は
寮
お
よ
び
教
室
用
校
舎
、

ω
ζ
2
7
0
L
E
n
y
R
n
r
に
属
す
る
者
2
5
5
Y向
日
可
一
言
ι
ハUG--
。
間
ぬ
で

は
科
学
研
究
用
校
舎
一
様
、
お
よ
び
食
堂
用
ホ
l
ル、

(3) 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属
す
る

Z
2
ヨ
ロ
ω宮市

nc-一
目
間
何
で
は
科
学
研

究
用
校
舎
、
ま
た
、

(4) 

右
と
同
系
の

ω
?
』

2
8
7
ハU
D
-
-
。
四
ぬ
で
は
右
と
同
様
科
学
研
究
用
校

舎、
と
な
っ
て
い
る
。

原
審
で
は
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
き
、

一
九
六
四
年
一
一
月
三

O
日
か
ら

三
日
間
に
わ
た
る
事
実
審
理
を
行
な
い
、
翌
六
五
年
三
月
一
一
日
、
原
告
請

求
を
棄
却
す
る
判
決
を
下
し
た
。
同
審
の
ダ
ケ
ヅ
ト
(
り

E
Z三
判
事
は
そ

の
(3) (2) (1) 理

由
と
し
て

ホ
l
レ
ス
・
マ
ン
・
リ
l
グ
は
原
告
適
格
を
欠
し
、
こ
れ
に
対
し
、

他
の
納
税
者
た
る
原
告
等
は
原
告
適
格
を
有
す
る
、
し
か
し
、

原
告
等
の
本
案
請
求
は
理
由
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
同
法
に
定
め

る
公
金
の
支
出
は
、
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
憲
法
の
禁
ず
る
宗
教
援
助
と
な

る
も
の
で
は
な
い
、

と
し
て
、
こ
れ
ら
支
出
を
定
め
る
立
法
は
合
憲
で
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、

右
原
告
等
は
同
州
最
高
裁

〉
宅
自
一
切
)
に
上
告
し
た
。
同
裁
判
所
は
原
審
判
決
の
う
ち
、
右
、
川
w、
助
点

に
つ
き
こ
れ
を
維
持
し
、
本
案
請
求
た
る

ω点
に
つ
い
て
は
、

zccιno-一-

同
「
巾
自
民
三
田
口
仏
わ
D
E口
円
。
『

内
問
。
に
つ
き
原
審
判
決
認
容
、
他
の
三
大
学
に
つ
い
て
は
以
下
に
あ
げ
る
よ

う
に
、
こ
れ
ら
が
宗
教
的
施
設
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
原
判
決
を
破
棄
し
、

〔

B
V

原
審
に
差
し
戻
し
た
。

同
州
最
高
裁
は
裁
判
長
プ
レ
ス
コ
ゲ
ト

(
P
0
2
0
2
)
判
事
が
代
表
意
見

を
述
べ
、
こ
れ
に
は
オ
ヅ
ベ
ン
ハ
イ
マ

l
(
。
宅

g
Z
5
2
)
、
キ
l
テ
ィ
ン

グ

ヌ

g
E
m
)
、
パ
ワ
l
ズ

(F5E)
の
各
判
事
が
賛
成
し
た
。
後
に
触

れ
る
よ
う
に
こ
れ
に
は
三
人
の
反
対
意
見
が
あ
る
。
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料

多
数
意
見
は
、
初
期
ロ

1
7
帝
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害
の
歴
史

を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
政
教
分
離
論
を
歴
史
的
に
展
開
し
た
後
、

資

こ
れ
ら
の
歴
史
的
事
実
が
我
々
に
示
し
て
い
る
の
は
、
「
人
間
の
政
治
の
世

界
に
お
け
る
教
会
と
国
家
の
結
合
は
地
上
に
平
和
も
、
人
間
に
善
意
も
い
ず

れ
も
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
、
と
そ
の
基
本
的
態
度
を
表
明

し
た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
裁
判
所
は
、
修
正
一
条
が
採
用
さ
れ
た
の

は
、
教
会
と
国
家
を
分
離
し
て
お
く
こ
と
が
政
府
、
宗
教
お
よ
び
人
間
に
と

っ
て
最
も
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
結
果
に
基
づ
く
の
で
あ
り
、
被
告
が
主

張
す
る
よ
う
な
、
宗
教
施
設
に
対
す
る
援
助
が
「
立
法
上
の
慣
習
」
で
あ
る

と
す
る
見
解
を
否
定
し
た
。
更
に
裁
判
所
は
、
過
去
二

0
年
間
、
問
題
と
さ

れ
て
き
た
、
パ
ス
輸
送
、
解
放
時
間
制
、
聖
書
朗
読
、
祈
祷
、
日
曜
立
法
等

の
問
題
が
、
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
事
実
を
当
事
者
双

方
が
十
分
に
知
悉
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
つ
い
で
、
マ
レ
イ
対
検
査
官

〔

4
〉

事
件
に
お
け
る
租
税
免
除
の
判
決
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
も
し
制
定
法
が
非
宗
教
的
目
的
と
宗
教
的
目
的
の
両
者
を
促
進
し
て

い
る
場
合
、
そ
こ
で
許
容
さ
れ
る
目
的
達
成
の
方
法
は
、
そ
れ
が
国
家
に

よ
る
宗
教
の
促
進
と
な
ら
な
い
手
段
に
よ
り
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

の
審
査
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
」

裁
判
所
は
、
宗
教
を
援
助
す
る
た
め
に
は
公
金
の
い
か
な
る
部
分
を
も
支

出
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
歴
史
的
お
よ
び
裁
判
上
の
資
料
を
強
調
し
な

が
ら
右
の
引
用
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
エ
ヴ
ア
ソ
ン
対
教
育
委
員
会
事
件
の

「
多
か
れ
少
な
か
れ
、
い
か
な
る
部
分
の
租
税
も
宗
教
活
動
、
宗
教
施

設
を
維
持
す
る
た
め
に
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
活
動
、
施
設
が
ど
の
よ
う
な
名
称
で
呼
ば
れ
よ
う
と
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
が
宗
教
を
指
導
し
、
実
践
す
る
た
め
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
ろ
う
と
も

同
様
に
課
税
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」

を
引
用
し
た
。
重
ね
て
裁
判
所
は
一
九
六
三
年
の
学
校
区
対
シ
エ
ン
プ
事

(
6
v
 

件
〉
宮
口
聞
き
ロ

ω
n
r
o
c
-
U
Eユ
♀
〈
-
mロ
Z
B右
の
、
聖
書
朗
読
判
決
に
お

け
る
ク
ラ

l
F
(
n
z
r
)
判
事
の
意
見
か
ら
、
憲
法
の
容
認
す
る
基
準
を
次

の
よ
う
に
引
用
し
た
。

「
そ
の
基
準
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
法
令
の
目
的
お
よ
び
当
初
の
効
果
は
何
で
あ
る
の
か
。
も
し
宗

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

教
の
発
展
あ
る
い
は
抑
圧
の
い
ず
れ
か
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
右
法
令

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
憲
法
が
規
定
し
て
い
る
立
法
権
の
範
囲
を
越
え
る
こ
と
と
な
る
。

国
教
条
項
か
ら
の
非
難
に
耐
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
法
令
は
宗
教
を
促

進
も
抑
圧
も
す
る
も
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
、
非
宗
教
的
立
法
目
的
お
よ

(
7〉

び
当
初
の
効
果
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

北法19(1・186)186



と
こ
ろ
で
こ
の
シ
エ
ン
プ
事
件
に
お
け
る
、
憲
法
の
容
認
す
る
基
準
に
つ

い
て
の
引
用
部
分
に
つ
き
、
本
件
の
原
審
裁
判
所
と
こ
の
上
告
審
裁
判
所
と

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
原
審
で
は
、
こ
こ
で
言
う
「
非
宗
教
的
目
的
」
ま
た
は
「
効

果
」
が
問
題
の
法
令
の
中
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
修
正
一
条
の
要
請
は
十

分
満
た
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
宗
教
に
対
す
る

援
助
が
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
い
、
と
す
る
立
場

か
ら
、
本
件
の
場
合
に
は
こ
の
要
請
が
満
た
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
解
釈
に

立
っ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

的

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
州
最
高
裁
で
は
右
の
「
非
宗
教
的
目
的
」
の
要
請
を

前
提
と
し
て
、
シ
ェ
ン
プ
事
件
を
右
の
要
請
を
満
た
す
も
の
と
解
す
る
立
場

に
立
ち
(
し
か
し
こ
の
点
は
第
四
章
に
触
れ
る
よ
う
に
シ
ェ
ン
プ
事
件
で
問

アメリカ合衆国における政教分離の原則

題
と
な
っ
た
法
令
に
は
こ
の
よ
う
な
「
非
宗
教
的
自
的
」
を
見
出
す
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
)
、
「
非
宗
教
的
目
的
」
を
広
範
囲
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
意
味
で
本
件
の
場
合
の
合
憲
性
を

決
定
す
る
の
に
も
、
右
の
「
非
宗
教
的
目
的
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
基
準
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
州
最
高
裁
判
所
は
こ
の
原
審
裁
判

所
の
判
決
の
審
査
基
準
に
つ
い
て
要
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

原
審
裁
判
所
は
、
こ
の
立
法
の
表
示
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
歴
史
、
そ
の
運

用
上
の
効
果
の
い
ず
れ
か
に
示
さ
れ
て
い
る
立
法
目
的
が
、
宗
教
を
援
助
す

る
た
め
に
国
の
強
制
的
権
力
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
っ
て
、
こ
の
州
の
立
一
法
に
よ
る
資
金
の
支
出
を
憲
法
上
容
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
援

助
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
施
設
が
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定

す
る
た
め
、
お
の
お
の
の
施
設
に
お
け
る
宗
教
的
儀
式
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が

行
な
わ
れ
て
い
る
方
法
、
熱
意
、
頻
歩
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
を
必
要
と

す
る
の
で
あ
る
。

原
審
に
お
い
て
被
告
人
は
、
プ
ラ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
対
ロ
パ
l
ツ
事
件
、
グ

円

8
v

イ
ヅ
ク
・
ベ
ア
対
リ
ュ

l
プ
事
件
、
カ
ク
ラ
ン
対
ル
イ
ジ
ア
ナ
事
件
を
引
用

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
原
審
裁
判
所
は
、
修
正
一
条
の
下
で
の
憲
法

問
題
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
本
件
と
は
直
接
に
関
係
を
持

つ
も
の
で
は
な
い
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
裁
判
所
は
一
九
六
一
年
の

連
邦
最
高
裁
の
マ
ク
ゴ
ワ
ン
対
メ
リ
I
ラ
ン
ド
事
件
豆
口
。
。
毛

g
〈
・
富
田
?

(
9
)
 

可

F
E
に
触
れ
、

」
れ
ら
被
告
人
が
引
用
す
る
諸
判
決
で
は
た
ま
た
ま

「
ま
っ
た
く
偶
然
に
宗
教
に
」

(
g
m
ヲ
肖
会
二
口
口
広

g
E
5
8
5『
)
宗
教

に
対
す
る
利
益
が
及
ん
だ
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
原
審
裁
判
所
の
態
度
を
と
ら
え
た
同
州
最
高
裁
判
所
は
、
本

件
に
お
け
る
各
大
学
に
対
す
る
公
金
支
出
の
合
憲
性
を
以
下
の
よ
う
な
要
素
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料

に
基
づ
き
、
決
定
し
た
。

)
 
l
 
(
 
大
学
の
目
的
。

資

(2) 

大
学
の
人
事
構
成
。
こ
れ
は
評
議
委
員
会
、
大
学
行
政
職
員
、
教
援

団
、
学
生
団
体
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
学
が
宗
派
的
で
あ
る
か
ど
う

か
の
基
準
と
し
て
、
評
議
委
員
会
に
対
す
る
宗
教
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

実
質
の
有
無
に
つ
い
て
特
に
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
(3) 

宗
教
的
組
織
お
よ
び
団
体
と
大
学
と
の
関
係
。
こ
の
関
係
は
所
有
権

{牛

アJす

教
的敗
目政

均援
おー、

五大
U 、 ρuー

さZ
z腎
後 f
援 27
7蚕
Jt格
ぶお

[ -~. 
の U

閏そ
湿の

の取
諸得
点要

の
範
囲
、

を
含
む
も
の
で
あ
る
。

(4) 

大
学
の
一
行
事
中
で
の
宗
教
の
位
置
。
こ
れ
は
物
理
的
環
境
の
中
で

の
宗
教
的
表
現
の
程
度
、
大
学
に
よ
っ
て
後
援
さ
れ
、
促
進
さ
れ
る
宗

教
儀
式
の
程
度
、
学
生
に
対
す
る
参
加
の
要
請
の
程
度
、
大
学
を
維
持

す
る
教
会
以
外
の
教
派
の
宗
教
的
活
動
を
大
学
が
後
援
し
、
促
進
す
る

程
度
、
お
よ
び
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
臨
時
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
で
の
宗
教
の
位
置
づ
け
、
を
含
む
。

(5) 

大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
あ
る
い
は
結
果
と
し
て
の
特
定
の
資
格

取
得
証
書
、
お
よ
び
卒
業
生
の
活
動
の
性
質
お
よ
び
性
格
。

(6) 

〔
刊
)

そ
の
社
会
に
お
け
る
当
該
大
学
の
役
割
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
。

以
上
に
あ
げ
た
要
素
を
前
提
に
し
て
州
最
高
裁
判
所
は
問
題
の
四
大
学
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
証
拠
を
審
査
し
た
。
ま
ず
、

付

フ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
(
出

cap--巾
湾
)
に
つ
き
次
の
よ
う
に
認
定

し
た
。同

大
学
は
C
5富
山
門
い
宮
司
円
r
o同
わ

Z
E
(
C・ゎ
-
P
)
に
付
属
す
る
}
般

教
養
課
程
を
中
心
と
す
る
大
学

(
m
r
g
E
R
g
s
-
-
a
a
で
あ
る
。
同
大

学
は
女
子
大
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
信
仰
を
有
す
る
学
生
が
入

学
し
、

三
五
人
の
理
事
者
の
う
ち
七
人
は

C
・
h
-
n・
の
機
関
か
ら
選
任
さ

れ
、
職
員
、
教
援
団
、
学
生
に
対
し
て
は
宗
教
的
要
件
は
求
め
ら
れ
ず
、
こ

れ
ら
構
成
員
は
宗
教
的
に
多
く
の
教
派
の
所
属
員
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
更
に
同
大
学
は
宗
教
哲
学
の
学
部

(ω

仕切
0
2
B
Z円
三
五
仲
間
弓
ロ

E島

市

E
2
9吾
可
)
を
有
す
る
が
、
同
学
部
の
教
援
団
の
資
格
要
件
は
特
定
の
宗

教
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
大
学
の
メ
ン
バ
ー
に
は
教
会
出
席
を
義

務
と
し
て
い
る
が
不
参
加
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
宗
教
儀
式
は
各
教
派
の
聖

職
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
。

裁
判
所
は
以
上
の
点
を
認
定
の
土
、
同
大
学
は
修
正
一
条
の
下
で
法
律
が

意
味
す
る
教
派
的
な
大
学
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
従
っ
て
同
大
学
に
対
す
る

州
の
公
金
の
支
出
が
許
容
さ
れ
な
い
と
は
言
え
な
い
と
し
た
。
更
に
、
同
大

北法19(1・188)188 



学
の
、
宗
教
に
つ
い
て
表
明
さ
れ
た
目
的
は
、
強
烈
な
、
過
激
な
、
熱
情
的

な
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
同
大
学
の
歴
史
的
事
情
に
依
存
し
て
い
る
の

で
あ
る
、
と
し
た
。
結
局
裁
判
所
は
、

「
そ
れ
放
に
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
資
金
支
出
の
本
来
の
目
的
は

宗
教
を
援
助
、
ま
た
は
支
持
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
:
・
:
:
・
婦
女

の
た
め
の
教
育
施
設
を
整
備
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
(
そ
し
て

も
し
、
宗
教
を
援
助
す
る
要
素
が
幾
分
か
で
も
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は

偶
然
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
上
き
わ
め
て
微
々
た
る
も
の
に
す

伯

ぎ
な
い
。
)
」

の
で
あ
っ
て
同
法
は
修
正
第
一
条
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
そ
の
容

認
の
理
由
を
述
べ
た
。

ま
た
、

アメリカ合衆国における政教分離の原則

口

ウ
エ
ス
タ
ン
・
メ
リ
I
ラ
ン
ド
・
カ
レ
ヅ
ジ
(
者

2
5ロ
富
民
吾
昆

ゎ
o一
一
命
問
。
)
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
。

同
大
学
は
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
を
も
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
真
理
、

価
値
を
中
心
と
し
て
、
高
等
教
育
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
同
大
学
の
学
則
は
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
一
一
分
の
-
以
上
は
宮
2
F
?

《
芦
田
仲
の
聖
職
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
る
。
教
援
団
お
よ
び
学
生

団
体
の
メ
ン
バ
ー
は
主
と
し
て
メ
ソ
、
テ
イ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
で
は

-
J
2
2
5ロ
円
で
あ
る
。

ま
た
大
学
は
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
を
有
す
る

こ
と
を
も
っ
て
教
援
団
の
メ
ン
バ
ー
の
要
件
と
し
て
求
め
て
い
る
の
で
あ

り
、
無
神
論
者
(
巳

rgH)
を
雇
用
し
て
い
な
い
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗

教
儀
式
と
は
全
学
生
が
参
加
を
要
求
さ
れ
、
ま
た
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
儀
式
へ
の
参
加
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
認
定
に
基
づ
き
、
裁
判
所
は
、
同
大
学
が
修
正
一
条
の
下
で

の
法
的
な
意
味
で
の
教
派
的
な
施
設
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、

従
っ
て
、
同
大
学
に
対
す
る
資
金
の
供
与
は
違
憲
で
あ
る
、
と
し
た
。
裁
判

所
は
一
九
六
三
年
の
シ
ェ
ン
プ
事
件
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
ス
判
事
の
賛
成
意
見

か
ら
、
「
国
教
を
定
め
る
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
当
該
施
設
に
対
す
る
財

政
援
助
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
」
を
引
用
し
、
同
大
学
に
対
す
る
援
助
を
容

認
で
き
な
い
、
と
し
た
。

次
に
裁
判
所
は

同
日
、
帥

ノ
ウ
ト
ル
・
デ
ィ
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
お
よ
び
セ
イ
ン
ト
・
ジ
ョ
ウ
ズ

ィ
フ
・
カ
レ
ッ
ジ

(
Z
2耳・
0ω

ヨ
m
ω
P
L
T
・』
O
昭
司
rho--σ
四
虫
)
に
つ
い
て

の
よ
う
に
述
べ
た
。

北法19(1・189)189 

両
大
学
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
所
属
し
、
同
教
会
の
命
に
従
っ
て
運
営
さ

れ
、
そ
の
目
的
は
き
わ
め
て
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

ノ
ウ
ト

ル
-
デ
ィ
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
生
活
指
針
が
導
入
さ
れ
、
指



市千

導
さ
れ
て
い
る
。
同
大
学
で
建
設
予
定
の
科
学
部
門
の
建
築
物
内
に
設
け
ら

れ
る
各
ク
ラ
ス
は
祈
穏
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

資

ま
た
セ
イ
ン
ト
・
ジ
ョ
ズ
イ
フ
大
学
の
場
合
は
そ
の
建
築
物
に
は
十
字
架
、

聖
像
お
よ
び
水
盤
を
設
置
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
ま
た
両
大
学
の
教
援
団

は
聖
職
命
令
お
よ
び
宗
教
上
の
指
令
に
よ
っ
て
著
し
く
左
右
さ
れ
、
学
生
の

ほ
と
ん
ど
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
両
大
学
の
運
営
の
財

政
援
助
は
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
団

(
F
P
C
-
F
n
O
L司
互
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て

い
る
。こ

の
よ
う
な
状
態
に
鑑
み
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
大
学
に
対
し
て
行
な
わ

れ
る
供
与
金
が
結
局
こ
れ
ら
大
学
を
維
持
す
る
教
団
を
援
助
す
る
こ
と
と
な

る
、
と
裁
判
し
た
。

プ
レ
ス
コ
ッ
ト
裁
判
官
は
更
に
メ
リ
l
ラ
γ
ド
州
の
憲
法
問
題
に
つ
い
て

触
れ
、
要
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

原
告
は
こ
れ
ら
資
金
の
供
与
が
連
邦
憲
法
に
企
及
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
州

憲
法
に
反
す
る
と
主
張
す
る
が
、
州
裁
判
所
の
従
来
の
諸
判
例
の
立
場
に
照

ら
し
て
考
え
て
み
る
に
、
本
件
の
よ
う
な
学
校
建
設
の
た
め
私
的
教
育
施
設

に
資
金
を
供
与
す
る
こ
と
は
公
的
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
支
出
と
な
る

の
で
あ
っ
て
原
告
の
主
張
を
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
資
金
の
供
与
が
州
憲
法
三
六
条
に
反
す
る
か
ど
う
か
の

問
題
が
あ
る
。
同
条
中
に
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

北法19(1・190)190

「
・
:
:
:
¥
何
人
も
、
契
約
に
基
づ
く
場
合
を
除
い
て
、
礼
拝
の
場
所

に
お
も
む
き
、
あ
る
い
は
聖
戦
者
を
維
持
し
、
こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
を

強
制
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」

し
か
し
、
右
の
規
定
以
外
に
、
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
が
宗
教
的
組
織
に
よ
っ

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
学
校
に
対
し
公
金
の
支
出
を
明
示
的
に
禁
ず
る
規

定
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
明
示
的
な
憲
法
の
禁
止
規
定
を
持
た

な
い
の
は
ヴ
ァ
l
モ
ン
ト
州
と
二
州
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え

て
み
て
本
件
に
お
け
る
公
金
の
供
与
を
違
憲
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と

し
た
。こ
の
多
数
意
見
に
対
し
、

下
の
よ
う
な
反
対
意
見
を
述
べ
た
。
ハ
モ
ン
ド
判
事
(
』
-
E
E

」
れ
に
は
ホ
l
-
一
イ
(
』
・
図
。
叶
ロ
ミ
)

マ
l
ベ
リ

(ζ
号

F
ミ
)
丙
判
事
、
か
賛
成
し
た
。

ハ
モ
ン
ド
判
事
の
意
見
は
、
原
告
が
訴
訟
要
件
を
満
足
さ
せ
て
い
る
こ

と
、
お
よ
び
こ
れ
ら
四
大
学
に
対
す
る
公
金
の
支
出
は
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
憲

法
に
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
の
二
点
に
お
い
て
は
右
の
裁
判
所
意
見
と

同
様
で
あ
る
。
同
判
事
の
反
対
意
見
は
、
多
数
意
見
が
三
大
学
に
対
す
る
公

金
の
供
与
を
連
邦
憲
法
違
反
と
し
た
(
先
に
触
れ
た
本
件
の
裁
判
所
意
見
の

う
ち
口
、
臼
お
よ
び
闘
の
部
分
を
指
す
)
点
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で



あ
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
四
点
に
基
づ
く
。

ω
メ
リ

i
ラ
ン
ド
州
は
過
去
一
八

O
年
以
上
の
問
、
私
的
高
等
教
育
に

対
し
、
計
画
的
に
か
つ
公
平
に
援
助
を
行
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ

》)。

伯

ω
こ
れ
ら
の
援
助
は
連
邦
お
よ
び
州
法
の
下
で
公
的
な
目
的
に
資
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ω
こ
れ
ら
回
大
学
は
他
の
て
般
教
養
を
主
と
す
る
大
学

(tgs-
良
広

g
一
一
。
問
。
)
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
通
常
の
教
育
と
同
様
な
教
育
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
教
育
課
程
が
こ
れ
ら
大
学
に
お

い
て
要
求
さ
れ
、
特
定
の
教
会
ま
た
は
教
派
の
教
義
、
教
条
、
あ
る
い

は
指
導
が
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
。
ま
た
こ
れ
ら
宗
教
的
要
素
は

通
常
教
育
の
中
に
織
り
込
ま
れ
、
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
。
ま
た
公
金
に
よ
る
建
設
予
定
の
建
物
は
「
宗
教
的
儀
式
お
よ
び

教
育
」
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
(
多
数
意
見
で
は
、
こ
れ

ら
建
築
物
内
で
の
宗
教
的
儀
式
、
教
育
が
行
な
わ
れ
る
点
を
指
摘
す
る

1
筆
者
傍
点
お
よ
び
註
)
。

ω
現
代
に
お
け
る
急
速
な
高
等
教
育
の
発
展
の
必
要
怜
に
応
え
る
た
め

こ
れ
ら
私
立
大
学
の
施
設
の
拡
張
、
充
実
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
元
日
。

アメリカ合衆国における政教分離の原則

以
上
四
点
に
続
け
て
同
判
事
は
、
本
件
の
問
題
が
結
局
、
宗
教
的
命
令
に

基
づ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
る
大
学
の
通
常
教
育
に
対
す
る
公
金
の
支

出
が
、
国
教
条
項
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
帰
す
る
と
述
べ
、
ア
l
ピ
ン
ト

ン
学
校
区
対
シ
ェ
ン
プ
許
で
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
以
下
の
意
見
を
強
調

し
た
。

「
国
教
条
項
か
ら
の
非
難
に
耐
え
る
た
め
に
は
、
宗
教
を
促
進
も
抑
制

も
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
非
宗
教
的
立
法
目
的
お
よ
び
本
来
の
効
果
が
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
本
来
の
目
的
、
効
果
、
が
存
在

す
る
の
で
あ
っ
て
、
州
の
供
与
金
か
ら
の
、
教
会
乃
至
宗
教
に
対
し
て
な
さ

れ
る
援
助
、
あ
る
い
は
利
益
は
「
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
部
分
で
あ
り
、
し
か

も
ま
っ
た
く
偶
然
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た
。

更
に
同
判
事
は
、
私
立
高
等
教
育
施
設
に
対
す
る
、
閣
に
よ
る
援
助
を
達

成
す
る
た
め
の
他
の
合
理
的
な
方
法
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て

(
凶
)

と
ら
れ
て
い
る
方
法
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
、
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
判
決
は
四
対
コ
一
の
多
数
意
見
、
少
数
意
見
に
よ
り
、
本
案

請
求
に
つ
き
フ
l
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
原
審
判
決
を
認
容
し
、
他
の
三

大
学
に
つ
い
て
は
原
判
決
破
棄
、
差
一
民
の
判
決
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
六
四
九
年
に
ア
ー
ラ
ン
ド
寛
容
法
」
を
祭
し
た
同
州
に
お
け
る

北法19(1・191)191

こ
の
判
決
が
持
つ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
す
な
わ
ち
同
州
議
会
に
お
け

る
こ
の
よ
う
な
資
金
の
供
与
を
認
め
た
立
、
法
の
判
定
の
背
後
に
は
、
次
節
に



料

触
れ
る
よ
う
に
、
高
等
教
育
に
対
す
る
連
邦
の
積
極
的
態
度
が
あ
る
の
を
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
国
家
が
積
極
的
に
介
入
し
て
教
育

資

水
準
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
は
福
祉
国
家
の
要
請
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
と
乙

ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
国
の
援
助
が
州
憲
法
(
同
州
の
場
合
は
多
数
意
見

も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
具
体
的
に
そ
れ
ら
宗
教
的
施
設
に
対
す
る
公
金
の
支

出
を
禁
止
し
て
い
る
規
定
は
み
ら
れ
な
い
)
、

お
よ
び
連
邦
憲
法
修
正
一
条

に
抵
触
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
十
分
の
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
同
川
の
場
合
、
基
本
的
に
は
憲
法
が

政
教
分
離
を
目
標
と
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
宗
教
的
寛
容
に
よ
る
信
教

の
自
由
を
目
標
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
本
判
決
を
考
え
る
上

に
指
摘
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
立
法
の
基
本
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
取
り
扱
っ
て
ま
た
合
衆
国
の
多
く
の
川
の
よ
う
に
政
教
を
分

離
す
る
と
言
う
姿
勢
は
必
ず
し
も
強
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
原
審
お
よ
び
本
判
決
の
反
対
青
寛
の
立
場
は
ま
さ
に
こ
の
点
を
基

礎
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
判
決
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
多
く
の
立
場
か
ら
そ
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
は
、
こ
の
判
決
に
つ
き
連
邦
最
高
裁
判
所
に
対
し
て
上
告
す
る

場
合
は
ど
う
か
、
の
点
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
同
州
司
法
長
官
は
本
件
に
つ
き

移
送
命
令
(
者
吾

え

P
5
2
2
F
)
を
求
め
る
申
立
を
提
起
し
て
い
る
の
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で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
連
邦
最
高
裁
判
所
が
移
送
命
令
を
出
す
か
ど
う
か

(
山
)

は
間
最
高
裁
の
裁
量
一
に
か
か
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
仮
に
右
判
決
に
対
す
る
上
訴
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は

連
邦
最
高
裁
が
こ
れ
を
受
理
す
る
場
合
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
件
判
決

の
効
力
は
同
州
に
の
み
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
事
実
上
は
他
の
諸
州
に
対
し

て
も
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
判
決
は
、
教

会
関
係
の
大
学
の
建
築
物
に
対
す
る
公
金
の
支
出
問
題
に
つ
き
、
修
正
第
一

条
を
適
用
し
た
唯
一
の
事
件
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。
従
っ
て
、
本

判
決
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
施
設
に
対
す
る
支
出
が
本
判
決
の

示
し
た
基
準
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

第
三
に
、
本
件
判
決
は
こ
の
よ
う
な
公
金
の
支
出
問
題
を
正
面
か
ら
憲
法

問
題
と
し
て
取
扱
っ
た
。
判
決
の
要
旨
は
、
結
局
川
の
市
民
に
対
す
る
通
常

の
高
等
教
育
を
行
な
う
た
め
の
施
設
の
拡
充
、
建
設
が
、
広
く
宗
教
心
を
育

成
す
る
た
め
の
施
設
を
拡
充
す
る
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
違

憲
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
の
考
え
方
は
、
非
宗
教
的
な
目
的

が
「
宗
教
を
促
進
し
な
い
よ
う
な
方
法
で
達
成
さ
れ
得
る
性
質
の
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
」
、
そ
の
よ
う
な
方
法
を
と
ら
ず
に
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
憲

法
に
違
反
す
る
と
す
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
反
面
に
お
い
て
裁
判
所
は
、



本
件
で
は
「
州
が
宗
教
的
活
動
を
促
進
す
る
目
的
を
有
す
る
も
の
で
な
く
、

州
内
の
非
宗
教
的
教
育
施
設
に
対
し
て
与
え
る
と
同
等
の
供
与
金
を
、
こ
の

よ
う
な
宗
教
団
体
の
設
立
に
か
か
る
教
育
施
設
に
支
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

州
が
必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
通
常
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
点
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
裁
判
所
は
、
フ
i
ド
・
カ
レ
ッ
ジ

E
S仏
わ
乙
一
巾
向
。
)
に
対
す

同

る
訴
え
の
部
分
に
つ
い
て
上
告
人
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
点
は
こ
の
判
決
の
持
っ
き
わ
め
て
重
要
な
点
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

原
告
の
基
本
的
な
主
張
は
、
公
金
の
一
切
が
「
宗
教
的
施
設
」

(
5
5
5
5

5
2
-
2
5ロ
)
に
対
し
て
供
与
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
裁
判
所
は
、
右
の
主
張
に
対
す
る
被
告
の
側
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、

「
原
告
の
見
解
は
、
当
該
施
設
に
お
い
て
一
切
の
宗
教
的
な
性
質
を
帯
び
て

い
る
も
の
が
排
除
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
公
金
の
受
理
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
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す
る
見
解
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
に
示
し
た
よ
う
に
被
告
の
主
張
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
性
質
を
有
す
る

も
の
を
排
除
し
な
い
か
、
ぎ
り
公
金
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
、
と
す
る

立
場
に
立
っ
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
は
、
厳
格
な
絶
対
分
離
論
の
立
場
に
立

つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
被
告
の
主
張
に
対
し
、
裁
判
所
の

見
解
は
、
少
な
く
と
も
教
育
施
設
と
宗
教
的
施
設
と
の
聞
に
は
本
来
明
確
な

区
別
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
す
る
初
期
植
民
地
時
代
以
来
の
教
会

の
役
割
に
対
す
る
伝
統
的
な
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
裁
判
所
の
次
の
意
見
か
ら
看
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

「
・
:
:
こ
の
よ
う
な
法
律
的
な
意
味
に
お
い
て
教
育
施
設
が
宗
教
的
な

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
本
来
は
っ
き
り
と
し
な
い
、
と
ら

え
が
た
い
問
題
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
こ
れ
ま
で
に
こ
の
点
に
つ

き
確
固
た
る
原
則
を
宣
言
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
事
情
の
全
体
に
立
脚

し
て
個
々
の
場
合
に
つ
き
判
断
を
下
し
て
き
た
の
で
あ
る
0

・::し

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
裁
判
所
が
宗
教
的
施
設
と
非
宗
教
的
施
設
の
聞
に

何
ら
の
区
別
を
認
め
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
所
の
示

し
た
基
準
は
そ
れ
ら
施
設
の
中
に
お
い
て
宗
教
儀
式
が
行
な
わ
れ
る
か
否

か
、
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
裁
判
所
が
具
体
的
事
実
の
存
否
に
つ
き
、
各
大

学
の
性
格
を
検
討
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
意
味
で
柔
軟
な
態
度
で
、
具
体
的

な
合
理
性
を
求
め
た
、
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

第
五
に
こ
の
判
決
は
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
以
外
の
問
題
と
関
連
し
て
問
題

と
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
決
の
立
場
が
連
邦
最
高
裁
判
所
で
認
容

さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
後
に
触
れ
る
一
九
六
一
ニ
年
の
高
等
教
育
施
設
法
の
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下
で
認
め
ら
れ
て
い
る
学
校
施
設
に
対
す
る
援
助
の
合
意
性
が
問
わ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
次
項
に
お
い
て
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
高
等
教
育
施
設
法



料

は
大
学
、
大
学
院
そ
の
他
の
学
術
研
究
施
設
の
建
設
、
修
復
、
改
良
の
た
め

の
政
府
に
よ
る
財
政
援
助
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
右
目
的
の
た
め

資

の
直
接
的
な
供
与
金
お
よ
び
貸
付
金
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
、
勿
論
同
法

に
は
、
「
教
派
的
な
教
育
の
た
め
」
(
向
。

:
R
S
2
8
-
E
E三
5
ロ
)
、
あ
る
い
は

「
宗
教
上
の
礼
拝
」
(
問
。
吋
百

2
3自
宅
2
を
司
)
、

ま
た
は
「
神
学
部
に
関

速
を
有
す
る
」

(5
円

B
5
5
8
3
P
ω
骨
宮
ユ
ヨ

g
Z間
企

i
g
q
)
施
設

に
対
し
て
右
の
供
与
金
が
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
修
正
一
条
か

ら
の
制
約
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
約
の
下
で
研
究
施
設
等
の
建
設
に
公
金
が

支
出
さ
れ
る
場
合
に
こ
の
判
決
で
た
て
ら
れ
た
認
定
の
方
法
、
基
準
に
従

ぃ
、
憲
法
上
の
制
約
を
越
え
る
か
否
か
の
判
断
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
同
様

な
問
題
は
、
初
等
中
等
学
校
に
対
す
る
援
助
の
場
合
に
も
生
ず
る
。
こ
の
判

決
が
高
等
教
育
の
場
に
お
け
る
施
設
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
こ
の
判
決
の
結

論
が
初
等
中
等
教
育
施
設
の
場
合
に
た
だ
ち
に
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
は

問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
判
旨
は
特
に
高
等
教
育
施
設
の
場
合
の
み
に
限
定

し
て
い
る
趣
旨
で
は
な
い
。
ま
た
、
初
等
、
中
等
教
育
に
お
け
る
宗
教
的
な

影
響
力
は
大
学
に
お
け
る
場
合
に
比
し
、
は
る
か
に
大
き
な
も
の
と
言
わ
さ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
六
一
年
に
出
さ
れ
た
、
保
健
、
教
育
、

祉
省
の
覚
え
書
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

教
会
関
係
校
に
対
す
る
援
助
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
に
は
大
学
に
対
す
る
場

合
と
初
等
、
中
等
学
校
に
対
す
る
場
合
と
で
区
別
を
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

北法19(1・194)194 

る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
者
は
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
が
、
後

者
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
覚
え
書
の
考
え
方
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
大
学
の
施
設
に
つ
い
て

(nv 

の
立
場
は
初
等
中
等
学
校
に
対
し
て
も
及
ぶ
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

本
件
で
問
題
と
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
研
究
施
設
に
対
す
る
援
助
は
、
先

に
触
れ
た
教
科
書
供
給
の
問
題
、
あ
る
い
は
パ
ス
輸
送
費
支
出
の
問
題
な
ど

の
よ
う
な
、
い
わ
ば
間
接
援
助
に
比
し
、
宗
教
団
体
そ
の
も
の
に
対
す
る
直

接
援
助
と
き
ロ
う
ζ

と
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
団
体
の
経
営
に
か
か
る

施
設
に
対
す
る
直
接
援
助
が
容
認
さ
れ
る
理
由
は
一
体
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。

先
に
あ
げ
た
教
科
書
供
給
の
場
合
の
援
助
は
学
校
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
児
童
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
容
認
さ
れ
た
。
学
校
給
食
、
奨
学
金
の
供
与
、
授
業
料
の
支
給
に
つ
い

て
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
フ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
つ

き
、
宗
教
団
体
の
経
営
に
か
か
る
高
等
教
育
施
設
に
対
し
援
助
が
で
き
る
と

す
る
見
解
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
広
く
教
育
上
の
機
会
の
付
与

福

と
言
う
非
宗
教
的
目
的
の
達
成
に
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
判
決
の
立
場
は
、

児
童
自
身
に
対
す
る
援
助
が
容
認
さ
れ
る
と
す
る
従
来
の
児
童
福
祉
論
か

ら
一
歩
進
ん
で
、
施
設
に
対
す
る
直
接
援
助
も
ま
た
児
童
の
利
益
に
ほ
か
な



ら
な
い
と
す
る
考
え
方
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
判
決
は
、
児
童
福
祉
論
の
拡
張
解
釈
を
示
し
た
も

の
、
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

的

(

1

)

国
D
g
n
o
呂
田
口
口

F
E
m
E
〈・回

B
与
え
句
忌
一
日
ロ
巧
2
r
m
C町
三
日
同
・

}ロロ
ι
』
Cロ『ロ
m
-
c『
(urロ門口
Y
E丘

ω
S
R
A肝(〕]{・

(H由自由)・

(
2
)
T
u
G
司円。町内
O
F
〉
ヨ
q
w
E同
』
ぬ
き
m
r
n
cロ岡町内
mm
∞
宮
内
ぽ
-
n
cロ
ロ
話
一
・
同

氏
の
修
正
一
条
に
対
す
る
見
解
は
「
分
離
の
壁
原
則
」
に
立
ち
、
国
家

と
宗
教
の
絶
対
分
離
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第
二
章
四

節
三
〔

2
〕
(
本
誌
二
ハ
巻
一
号
九
九
|
一

O
O頁
)
に
触
れ
た
。

(

3

)

∞
〉

]C広門口と

c
h
C
E
B
Y
E
L
ω
S
5
8
N
(
以
下
]
・
ゎ
・

ω・
と
略

す
る
。
)

(

4

)

冨
日
目
可
忠
信
一
〈
(
リ
05HV円円。ニ
q
-
E
H
玄
L
-
M∞
ω
(
5
2
)
同
事
件

は
、
上
告
人
マ
レ
イ
が
納
税
者
訴
訟
を
提
起
し
て
、
礼
拝
に
あ
て
る
施

設
が
通
常
の
財
産
税
を
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う

な
内
容
を
定
め
る
同
州
の
立
法
は
違
憲
で
あ
る
、
と
し
て
争
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
州
最
高
裁
は
、
全
員
一
致
で
右
誇
求
を

棄
却
し
た
。
な
お
同
事
件
は
連
邦
最
高
裁
に
持
込
ま
れ
て
い
る
。

(
5
)
何〈め円
mDZ
〈・∞
0
2
L
D『開
L
c
s
t
o
p
ω
ω
。
C
ω
-
f
(呂、件、吋)・二一品早一一一

節
二
項
〔

1
〕
(
一
八
巻
二
号
三
二
頁
)
参
照
。

(
6
〉

〉

σ百
四
円
。
ロ
∞
円
}Hoo--)5RW庁〈
-
m
n
Z
5
2
v
u
ω
立
C
・
ω-NOω
・
(
5
8
)・

な
お
、
第
四
章
に
て
詳
述
。
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(

7

)

〉
ゲ
ヨ
悶
円
。
ロ
山
山
内
T
o
o
-
U
5
1
2
〈・

ω口
7
2
U官官・

3
h
F
C
-
∞
-NOω
・

(
8
)

回
E
仏『
Fm【同〈
-
H
N
o
r
2
2
w
H叶
印
〈
∞
-
N
S
(同∞申
mv)・
ρ
E
n
r
∞
E
『〈・

F
E害
w
N
H
O
C
-
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S
H
(
S
O
S
-
m
U
2
r
Eロ
戸

F
2
5
E
P
N
∞H
C
-

ω・
ωさ
(
H
E
C
)
・
こ
れ
ら
の
事
件
で
は
宗
教
的
施
設
に
対
す
る
援
助
を

定
め
る
立
法
を
無
効
と
は
し
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
諸
判
決

に
つ
い
て
は
三
章
一
節
二
項
〔

1
〕
(
一
六
巻
四
号
一
一
一
一
一
頁
〉
、
同

〔
2
〕
(
同
一
一
一
一
四
頁
)
、
お
よ
び
同
二
節
一
項
四
〔

1
〕
(
一
七
巻
一

号
一
一
九
頁
〉
に
そ
れ
ぞ
れ
触
れ
た
。

(

9

)

豆
円
。
c
g口
〈
・
豆
凶
円
三
回
E
-
ω
g
c・
ω・品
N0
・
3
2
・
こ
の
事
件
は

メ
ア
リ
ラ
ン
ド
州
に
お
け
る
日
曜
立
法
が
争
わ
れ
、
こ
れ
を
当
初
の
目

的
が
今
日
で
は
労
働
者
の
休
息
を
目
的
と
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
容
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
M
W
U

∞[『

-
n・
ω・
ι。由・

(
日
)
た
と
え
ば
、
こ
れ
ら
大
学
の
構
成
員
六
七
五
人
の
う
ち
、
一
四
五
人

は
何
百
円
。
吉
一

-EM、
八
九
人
は

C
・
C
・
ゎ
・
の
メ
ン
バ
ー
、
七
二
人
は

ロ
l

マ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
員
、
二
九
人
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
っ
た
。

(
ロ
)
∞
]
・
ゎ

ω・品{)吋・

(
日
〉
〉
r
E
m
g口
的
。
rcc一
o
u
c
E
〈
-
m口
Z
5
3・
uuぷ

C
・∞
-
N
S

(

μ

)

∞』・円い・

ω・品
0
4
・

(日

)
H
r三
・
仏
(
)
∞
-

(

日

山

)

(

打

)

(

日

目

)

北法19(1・195)195 

Ht-L・
h肝
H0.

〉「戸口開門司
=ω
円
roo-
ロZH門戸円円
ωロ
y
m
E官官
w
u
=
c
-
∞
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∞
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料資

(

ω

)

 

こ
の
点
は
一
章
二
節
一
(
一
五
淫
三
号
六
九
頁
〕

ぉ
、
次
の
点
を
補
っ
て
お
き
た
い
。
合
衆
国
に
お
け
る
信
教
の
z

目
白
を

保
障
す
る
制
度
と
し
て
、
筆
者
は
教
会
と
国
家
の
分
離
と
言
う
概
念
を

と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
信
教
の
白
白
を
保
障
す
る
方
法
は
こ
れ

に
限
ら
れ
な
い
。
「
序
」
の
注
(

7

)

(

一
五
巻
三
号
六
二
六
三
頁
〕

に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
他
の
方
法
と
し
て
宗
教
的
寛
容
に

よ
る
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
宗
教
的
克
容
の
原
則
」
と
表
現
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
用
語
は
い
ま
だ
熟
し
た
も
の
で
は
な
い

が、

J
-
B
・
ピ
ュ
ア
リ
(
』
・
回
・
回
日
子
〉
出

5
0ミ
え

P
2
ι
c
E
え

吋
7
2
戸間
r
f
Nコ
品
宍
Y

H》
U
・叶
N
・
)
で
は
(
子
。
古
ロ
ロ
口
号
一
。
。
『
『
D
F
E
Z
Cコ)

を
用
い
て
お
り
、
右
に
あ
げ
た
用
語
を
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
メ
リ

i
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
、
有
力
な
宗
教
、
乃
至
教
派
の
活
動
を
前
提
と
し

て
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
、
乃
至
教
派
活
動
の
自
由
を
容
認
す
る
と
一
言
う

形
態
で
の
、
信
教
の
自
由
を
確
保
す
る
立
場
を
指
し
て
用
い
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
メ
リ

l
ラ
ン
ド
楠
民
地
で
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
、
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
お
り
、
彼
ら
は

C
・
カ
ル
ヴ
ァ
ト
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
同
槌
民
地
へ
、
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
植
民
地
か
ら
避
難

の
場
所
を
求
め
て
移
住
し
た
の
で
あ
る
。
後
、
新
教
徒
が
移
住
す
る
に

及
ん
で
、
一
六
四
九
年
寛
容
法
が
旧
教
徒
を
新
教
徒
の
間
の
宗
教
的
衝

突
を
避
け
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

W
・
ベ
ン
に

よ
っ
て
一
六
八
二
年
に
始
め
ら
れ
た
ぺ

γ
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
植
民
地
は
、

主
と
し
て
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
他

の
教
派
に
属
す
る
植
民
者
に
対
す
る
宗
教
活
動
の
自
由
を
保
障
す
る
目

に
述
、
へ
た
。

t .. 

的
で
一
七

O
一
年
「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

7
-
一
ア
の
権
利
に
関
す
る
憲
章
」
が

制
定
さ
れ
た
o

(

な
お
一
五
巻
三
号
八
四
八
六
頁
参
照
)
。
こ
こ
で
彼

は
政
治
と
宗
教
の
完
全
な
分
離
の
点
か
ら
よ
り
は
、
全
能
な
神
を
信
ず

る
す
べ
て
の
も
の
に
対
す
る
礼
拝
の
自
由
を
保
障
す
る
方
法
を
明
ら
か

に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
彼
は
「
あ
ら
ゆ
る
教
派
の
新
教
徒
に

対
す
る
と
同
様
、
旧
教
徒
に
対
し
て
も
平
等
に
官
職
が
解
飲
さ
れ
る
べ

き
」
を
主
張
し
た
。

(
初
)
一
般
に
連
邦
最
高
裁
判
所
が
州
最
高
裁
判
所
に
対
し
、
移
送
命
令

(
若
江
円
。
門
口
市
内
門
戸
O
Bロ
)
を
ど
の
よ
う
な
湯
合
に
出
す
か
、
の
問
題
が
あ
る
。

修
正
一
条
に
抵
触
す
る
こ
と
を
理
由
に
争
わ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
事
件
で
、

連
邦
最
高
裁
が

2
コ5
5
2
を
出
す
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た

場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
連
邦
最
高
裁
が
修
正
一
条
の
国

教
条
項
を
い
か
に
解
す
る
か
、
の
問
題
は
、
連
邦
最
高
裁
が
い
か
な
る
場

合
に

2
2
5
E
2
を
出
す
か
の
問
題
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ

の
点
を
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
、
連
邦
最
高
裁
が
、
こ
れ
ら
の
事
件
に

お
い
て
原
告
適
格

(
2
2
L
5
m
g
g
m
)
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に

よ
っ
て
、
移
送
命
令
の
発
行
の
有
無
が
決
定
さ
れ
る
と
も
言
い
得
る
の

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
国
教
条
項
を
め
ぐ
る
事
件
に
お
い
て
、
連
邦
最

高
裁
が
原
告
適
格
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
か
、
は
重
要
な
問
題
で

あ
ろ
う
。
な
お
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
き
〉
3
7ミ
開
・
∞
戸
子
司

-SL-F-

H川三
ω
Z
E
r
g
m川
口
門
〉
口
口
D
三
回
口
問
ぢ
開
口
問
内
一
-
吋
出
国
民
〈
同
門
日

HLω
言
問
ゆ
く
N

叶・

8
・
(
呂
町
N
)
・
参
照
。

従
来
、
連
邦
最
高
裁
は
移
送
命
令
を
求
め
る
申
立
に
対
し
ほ
ぼ
そ
の
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一
割
を
認
め
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
事
件
に
つ
い
て
も
州

の
側
か
ら
の
申
立
が
棄
却
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
場
合
、
州
巌
高
裁
の
結
論
が
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
肯
定
的

に
解
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
勿
論
で
あ
る
。
た

だ
、
実
際
問
題
と
し
て
少
な
く
と
も
同
判
決
の
結
論
が
否
定
さ
れ
な
か

っ
た
、
と
言
う
意
味
で
あ
る
程
度
肯
定
的
に
解
さ
れ
る
余
地
は
生
じ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
∞
』
-
n・
ω・
企
。
・

(
引

μ
〉
、
叶
70
出戸間

rm司
何

ιロS
H
M
O口
明
日
正
巳
σ
回
〉
2
0門戸申

8
・
同
法
に
つ

い
て
は
第
二
項
に
お
い
て
触
れ
る
。

(
幻
)
∞
し
「
・
ゎ
・

ω・品戸
(

)

t

企ー
ω・

伯

第

項

連
邦
政
府
に
よ
る
最
近
の
立
法

アメワヵ合衆国における政教分離の原則

一
、
問
題
の
所
在

こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
連
邦
政
府
に
よ
る
立
法
が
三
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
六
三
年
の
、
「
高
等
教
育
施
設
法
」
(
吋

Z
百四
r
q
Eロ
g
t
S
E
E
-

T
E
〉
2
0『
呂
町
三
、
一
九
六
五
年
の
「
初
等
中
等
教
育
法
」
(
斗
宮
巴
巾
a

ロ

dszミ
E
H
L
ω
2
9
2
r
q
F
P
B
C
Gロ
〉

2
0『
g
g
)
お
よ
び
同
年
の

「
高
等
教
育
法
」
(
吋

Z
E
m
r
q
開

Lcg己
ロ
〉

2
0『
】
申
告
)
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
い
ず
れ
も
教
育
の
分
野
に
お
け
る
施
設
の
建
設
、
改

良
、
お
よ
び
教
材
等
に
対
す
る
援
助
を
一
般
的
じ
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
守
一
法
が
行
な
わ
れ
る
背
景
に
は
、
合
衆
国
に
お
け
る
福
祉
立
法
の

要
請
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
教
科
書
供
給
問
題
、
パ
ス
輸
送
問
題
を
取
り
あ

げ
た
際
に
触
れ
た
。
こ
の
要
請
は
特
に
一
九
六

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
一
層

著

し

い

も

の

と

思

わ

れ

る

。

一

九

六

0
年
代
に
お
け
る
合
衆

国
の
課
題
は
繁
栄
の
谷
間
に
あ
る
貧
困
と
の
闘
い
で
あ
り
、
貧
困
追
放
が
こ

の
年
代
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
具
体
的

す
な
わ
ち
、

に
示
す
な
ら
ば
、
後
に
触
れ
る
一
九
六
五
年
初
等
中
等
教
育
法
が
目
標
と
し

て
い
る
も
の
は
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
教
育
の
機
会
が
制
約
さ
れ
て
い
る
児

童
、
生
徒
に
対
し
、
連
邦
政
府
が
資
金
を
準
備
し
、
よ
り
多
く
の
機
会
を

与
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
同
法
は
「
貧
困
に
対
す
る
闘
い
」

(
号
者
R
S
古

D
S
q
)
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
の
で

hTro
こ
の
こ
と

は
合
衆
国
に
お
け
る
貧
困
対
策
の
主
柱
で
あ
る
「
経
済
機
会
法
」
が
一
九
六

四
年
に
制
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
勺

γ

ま
た
、
科
学
教
育
の
振
興
は
今
日
に
お
け
る
各
国
に
共
通
し
た
現
象
で
あ

る
が
、
合
衆
国
の
場
合
に
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
す
で
に
触
れ
た
一
九
五
八

年
国
家
防
衛
教
育
法
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
高
等
教
育

施
設
法
お
よ
び
高
等
教
育
法
に
は
少
な
く
と
も
こ
の
点
が
明
ら
か
に
一
亦
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
最
近
の
一
連
の
立
法
の
傾
向
を
把
握
し
て
み
る
と
、
結
局
こ

れ
ら
教
育
立
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
福
祉
政
策
の
強
化
と
科
学
振
興
政
策

北法19(1・197)197 



和十

の
強
化
と
い
う
、
現
代
国
家
の
二
つ
の
政
策
目
標
の
下
で
、
教
区
校
に
対
す

る
国
の
資
金
援
助
の
合
憲
性
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

資

る
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
教
科
書
供
給
事
件
あ
る
い
は
無
料
パ
ス
輸
送
事
件

に
お
い
て
当
初
と
ら
れ
て
き
た
、
「
児
童
福
祉
論
」

の
内
容
に
も
著
し
い
変

化
が
現
わ
れ
て
く
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

初
期
の
「
児
童
福
祉

論
」
が
、
児
童
に
対
す
る
援
助
で
あ
っ
て
学
校
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
、

と
し
て
、
そ
の
援
助
の
形
態
も
も
っ
ぱ
ら
教
科
書
、
あ
る
い
は
児
童
の
通
学

輸
送
と
い
う
範
囲
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
目

標
の
下
に
お
い
て
は
一
層
拡
大
さ
れ
た
範
囲
を
含
め
て
児
童
福
祉
論
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

教
科
書
に
し
て
も
、
無
料
輸
送
に
し
て
も
、
結
局
そ
こ
に
示
さ
れ
る
援
助

の
形
態
は
、
児
童
自
身
に
利
益
が
帰
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
な

方
法
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
援
助
の

場
合
は
、
よ
り
広
く
、
教
育
機
関
の
諸
施
設
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
一
九

六
三
年
の
高
等
教
育
施
設
法
の
場
合
は
こ
の
点
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、

六
五
年
の
二
つ
の
教
育
法
の
場
合
に
は
「
可
動
教
育
設
備
」
と
し
て
の
、
機

器
類
等
、
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
に
対
す
る
援
助
の
形

態
は
、

ω当
初
児
童
の
身
に
と
も
な
う
性
質
の
も
の
か
ら
、

ω次
に
は
児
童

が
利
用
し
う
る
可
動
物
件
に
移
り
、

ω更
に
こ
れ
が
建
物
の
よ
う
な
、
児
童

そ
の
他
が
利
用
し
う
る
性
質
の
も
の
に
移
り
進
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
で
き

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
児
童
福
祉
論
を
前
提
と
し
て
こ
れ
ら
の

援
助
の
合
憲
性
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
青
山
味
か
ら
こ
こ
で
は
立
法
の
順
を
追
っ
て
具
体
的
な
規
定
の
内
容
を

検
討
す
る
作
業
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

H
，7
0
0
仏
O
吋

O
ω
「
〕
〉
叶

rm
同

ω
S
E
E
r
g
o
z
n
-
m
g
p
テ
ゅ
の
O
口
問
『
虫

ω

白ロ【同庁「巾

mygcrw
。
ロ
出
2
5
コ
g一司角川同
ω
唱。門叶
2
p
日
N

〈
口
問
5
3
H
h
m
w
d〈

剛山虫、54・同品仏国・(回申品目)・

(

2

)

初
等
中
等
教
育
法
が
貧
困
地
域
(
司
D
話
ミ
問
自
)
に
存
在
す
る
学
校

区
援
助
を
目
的
と
し
た
も
の
、
と
す
る
指
摘
は
、

H
N
m
s
y
司・回-RYC『『

に
よ
り
〉
ロ
ロ
ロ
mw

一∞戸円〈

a
c『
〉
g
q
F
Bロ
F
E
F
司
・
岡
山
(
同
沼
山
印
)
に
お

い
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。

(
1
)
 

一、

一
九
六
三
年
高
等
教
育
施
設
法

任
命
出
荷
「
再
開
L
戸
口
問
片
岡

C
Z
司
凶
口
ナ

に
め
切
〉

2
0町

3
8
)

同
法
は
一
九
六
三
年
一
二
月
一
六
日
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
の
目

的
は
、
青
年
の
知
的
能
力
を
十
分
に
発
展
さ
せ
る
た
め
大
学
お
よ
び
そ
の
施

設
を
備
え
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大

学
、
専
門
学
校
等
に
お
け
る
施
設
を
拡
充
、
整
備
す
る
こ
と
が
国
家
の
責
務

北法19(1・198)198



(
1
)
 

で
あ
る
こ
と
を
定
め
る
。

同
法
は
、
学
部
施
設
の
建
設
資
金
(
第
一
章
)
、

大
学
院
施
設
の
建
設
資

金
(
第
二
章
)
、
研
究
施
設
建
設
の
た
め
の
貸
付
金
(
第
三
章
)
お
よ
び
一
般

条
項
(
第
四
章
)
の
四
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

同
法
の
定
め
る
「
研
究
施
設
」
(
山
口
白
骨
呈
口

E
Z
E
2
)
と
は
、
教
室
、
実

験
室
、
図
書
室
に
使
用
さ
れ
る
建
築
物
、
お
よ
び
学
生
の
指
導
、
研
究
あ
る

い
は
教
育
、
研
究
計
画
を
実
施
す
る
に
必
要
な
関
連
施
設
の
ほ
か
、
こ
れ
ら

施
設
を
維
持
し
、
管
理
す
る
に
必
要
な
諸
施
設
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ

伯

れ
ら
施
設
の
う
ち
、

ω一
般
公
衆
の
使
用
に
あ
て
ら
れ
る
建
築
物
、
働
体
育

館
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
類
、
的
宗
教
教
育
あ
る
い
は
宗
教

アメリカ合衆国における政教分離の原則

的
礼
拝
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
施
設
、
倒
神
学
校
あ
る
い
は
神
学
部
の
教
育
活

動
と
関
連
を
有
す
る
用
に
供
せ
ら
れ
る
施
設
、

ωそ
の
他
医
学
関
係
の
用
に

(
2
)
 

供
せ
ら
れ
る
施
設
は
除
外
さ
れ
る
。

同
法
に
定
め
る
「
建
設
」
(
口
D
E
E
M
2
5ロ
)
は
、

ω新
設
、

既
存
施
設
の

拡
張
お
よ
び
取
得
、
整
備
、
同
開
既
設
建
築
物
の
購
入
、
お
よ
び
刷
既
設
建
築

物
の
政
築
、
補
修
等
の
ほ
か
、
倒
右
建
築
物
の
結
合
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
同
法
の
定
め
る
「
設
備
」

(
2
5司
自

g
同
)
は
、
右
建
築
物
付
属
の

機
械
類
、
付
属
施
設
、
建
て
付
け
の
設
備
の
ほ
か
、
図
書
、
刊
行
物
等
を
除

く
、
そ
の
他
必
要
な
家
具
を
含
む
、
研
究
施
設
に
特
有
な
設
備
、
お
よ
び
燃

料
等
の
管
理
維
持
の
た
め
に
必
要
な
物
質
を
奇
探
す
る
。

ま
た
、
同
法
の
音
、
採
す
る
「
討
同
等
教
育
施
設
」

(
5
5
E
5
0『
空
間

7
2

丘
z
n
E
C口
)
は
、
各
州
の

ω古
川
等
学
校
卒
業
資
格
お
よ
び
同
等
の
も
の
を
収

容
す
る
施
設
、

ω右
教
育
制
度
以
上
と
認
定
さ
れ
た
施
設
、

ω学
士
号
を
授

与
す
る
か
、
あ
る
い
は
学
士
号
授
与
課
程
に
進
学
を
認
め
ら
れ
る
二
年
制
課

程
の
施
設
、
ま
た
は
工
学
、
数
学
、
物
理
学
あ
る
い
は
生
物
学
を
専
攻
し
、

将
来
中
堅
技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
を
収
容
す

る
二
年
制
以
上
の
施
設
を
意
味
す
る
も
の
で
、

ω公
立
あ
る
い
は
他
の
非
営

(
3
)
 

利
的
団
体
で
あ
り
、
同
開
国
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
施
設
を
意
味
す
る
。

同
法
に
は
資
金
援
助
を
理
由
に
連
邦
政
府
に
よ
る
、
人
事
、
カ
リ
キ
ユ
ラ

ム
、
教
育
方
法
、
施
設
管
理
に
対
す
る
監
督
お
よ
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
禁
止

ハ
4
v

規
定
が
あ
る
。

こ
の
施
設
法
の
下
で
私
立
学
校
に
対
す
る
援
助
の
問
題
が
生
ず
る
資
金
が

宗
教
教
育
ま
た
は
宗
教
上
の
礼
拝
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
施
設
に
支
出
さ
れ
た

り
、
神
学
校
ま
た
は
神
学
部
の
教
育
活
動
に
供
せ
ら
れ
る
施
設
に
支
出
さ
れ

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
同
法
の
援
助
が
宗
教
団
体

に
対
す
る
利
益
を
直
接
定
め
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
右
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
他
の
研
究
施
設
等
整
備
の
た
め

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
宗
教
団
体
経
営
に
か
か
る
施
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料

設
の
う
ち
、
右
の
部
門
に
対
す
る
経
費
を
軽
減
せ
し
め
る
結
果
と
な
り
、
右

団
体
に
対
す
る
援
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
批
判
が
な
さ
れ
よ

資

う(

1

)

 

(

2

)

 

(
3〉

(

4

)

 

N

O

C
・
m・
。
・
〉
-
m
叶
2
・

H
r
M
L
・
明
叶
印
H
-

H
r
H

門日・一山叶印一戸・

]
[
r
F

仏・一叩叶印叶・

)
九
六
五
年
初
等
中
等
教
育
法
(
吋
}
再
開
F
E
E
g
q
E
L
m
2
0
E
ω
ミ

開
払
口
口
忠
岡
O
ロ
ch
岡
市
山
由
印
)

」
の
初
等
中
等
教
育
法
は
、
合
衆
国
内
の
初
等
、
中
等
学
校
の
教
育
水
準

の
向
上
お
よ
び
教
育
の
機
会
均
等
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
一
九
六
五
年
四

月
一
]
日
第
八
九
連
邦
議
会
を
通
過
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
一
九
五

O

年
九
月
三

O
日
の
第
八
一
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
。
低
所
得
家
族
子
弟

の
教
育
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
、
地
方
教
育
機
関
に
対
す
る
財
政
援
助

に
関
す
る
連
邦
法
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
示
。

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
低
所
得
家
族
の
児
童
に
と
っ
て
特
別
な
教
育
上
の

配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ら
児
童
の
た
め
の
教
育
計

画
を
樹
立
し
、
こ
れ
を
種
々
の
手
段
を
通
じ
て
達
成
す
る
た
め
の
、
地
方
教

{
2〉

育
機
関
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
財
政
援
助
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

同
法
は
一
九
六
五
年
六
月
一
日
か
ら
一
九
六
八
年
六
月
一
二

O
日
ま
で
の
期

北法19(1・200)200

問
、
連
邦
政
府
に
よ
る
州
の
地
方
教
育
機
関
に
対
す
る
以
下
に
述
べ
る
種
類

(
3
)
 

の
支
払
を
定
め
る
。

そ
の
適
用
の
範
囲
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
各
州
の
ほ
か
、
プ
エ
ル
ト
・
リ

コ
、
グ
ア
ム
、
ア
メ
リ
カ
領
サ
モ
ア
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
、
ア
イ
ラ
ン
ド
、
お
よ

び
太
平
洋
地
域
の
信
託
統
治
諸
島
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
領
域
内
の

(
4
)
 

教
育
機
関
は
同
法
の
定
め
る
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
援
助
を
受
け
る
児
童
は
、
年
間
平
均
収
入
が
一
九
六
六
年
六
月

一二

O
日
現
在
で
ご
家
族
二

0
0
0ド
ル
以
下
の
収
入
で
、
五
才
か
ら
十
七
才

ま
で
の
も
の
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

同
法
の
定
め
る
援
助
資
金
は
、

ωこ
れ
ら
低
所
得
層
の
児
童
に
対
す
る
教

育
上
の
要
請
を
十
分
に
満
た
す
た
め
、
ま
た
、
倒
私
立
の
小
学
校
、
中
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
を
含
む
右
の
範
囲
の
児
童
の
た
め
の
特
別
な
教
育
上
の
配

慮
(
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
お
よ
び
そ
の
他
の
教
育
設
備
を
含
む
)

を
行
な
う
た
め
、
ま
た
、
削
州
の
計
画
と
矛
盾
し
な
い
施
設
等
の
建
設
計
画

を
遂
行
す
る
た
め
、

。
一
九
六
四
年
経
済
機
会
法
(
何

8
5
5口

ま
た
、

。
召
D
円

2
2
Q
〉
2
0『
5
2
)
に
定
め
る
地
域
活
動
計
画
等
を
達
成
す
る
た
め
、

ま
た
こ
の
た
め
の
公
私
立
非
営
利
団
体
の
協
力
に
か
か
る
計
闘
を
遂
行
す
る

(
5
)
 

た
め
等
広
範
囲
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。



と
こ
ろ
で
こ
の
法
律
の
意
味
す
る
援
助
の
形
態
は
具
体
的
に
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

ま
ず
、
施
設
等
の
「
建
設
」

(
2
5可
Z
2
5口
)
は
、
学
校
施
設
の
施
設
計
画

書
の
準
備
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
施
設
の
新
設
、
取
得
、
改
良
、
補
修
、
改

善
お
よ
び
拡
張
を
含
む
ほ
か
、
こ
れ
ら
施
設
建
設
の
査
察
、
監
督
ま
で
を
意

味
す
る
。
こ
の
場
合
の
「
学
校
施
設
」

(
R
E
C
ご
E
一
戸
門
戸
臼
)
に
は
、
無
料
の
公
立
校

の
教
室
、
そ
の
他
関
連
施
設
(
本
来
備
え
付
け
の
設
備
を
含
む
)
の
ほ
か
、

こ
れ
ら
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
敷
地
を
も
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に

伯

は
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
体
育
館
の
よ
う
な
施
設
は
含
ま
れ
な

アメリカ合衆国における政教分離の原則

こ
こ
で
い
う
「
備
品
」

(
Z
E
官ヨ

g
こ
に
は
、
機
械
類
、
備
え
付
け
の
設

備
の
ほ
か
、
建
物
自
体
に
付
属
す
る
必
要
な
施
設
、
そ
の
他
、
教
育
上
の
目

的
に
供
せ
ら
れ
る
設
備
、
必
要
な
家
具
、
印
刷
物
、
刊
行
物
、
視
聴
覚
用
の

設
備
、
図
書
、
定
期
刊
行
物
、
書
類
、
そ
の
他
の
関
係
物
資
を
含
む
教
育
上

の
必
要
品
を
含
む
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
同
法
は
特
に
第
二
章
以
下
に
学
校
図
書
館
の
必
要
口
問
、

図
書
そ
の
他
教
育
上
の
必
要
口
聞
に
つ
い
て
定
め
る
。
こ
れ
ら
の
物
資
は
公
立

校
、
お
よ
び
私
立
校
の
教
師
、
児
童
の
使
用
に
供
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
援
助
を
定
め
る
同
法
は
、
同
時
に
連
邦
政
府
に
よ
る
規
制
、
お

よ
び
監
督
の
禁
止
を
特
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
は
右
の
援
助
に
基
づ

く
教
育
計
画
お
よ
び
、
援
助
を
受
け
る
学
校
そ
の
他
教
育
機
関
の
管
理
、
人

事
に
対
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
図
書
、
教
科

書
、
印
刷
物
そ
の
他
刊
行
物
の
選
択
に
対
し
、
連
邦
政
府
職
員
が
い
か
な
る

性
質
の
監
督
、
命
令
あ
る
い
は
支
配
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明

〔

8
〉

記
す
る
。

更
に
同
法
は
特
に
一
節
を
設
け
、
同
法
に
よ
る
資
金
が
宗
教
的
礼
拝
あ
る

ハ
9
)

い
は
教
育
に
用
い
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
旨
の
禁
止
規
定
を
置
く
。

と
こ
ろ
で
同
法
第
一
章
の
定
め
る
援
助
を
受
け
る
児
童
に
は
、
私
立
学
校

お
よ
び
教
区
学
校
の
児
童
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
解
が
分
れ

る。
同
法
案
審
議
の
段
階
で
連
邦
議
会
の
と
っ
た
態
度
は
一
九
四
五
年
の
エ
ヴ

ア
ソ
ン
事
件
に
お
い
て
一
示
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
児
童
福
祉
論
」
の
立
場
に

立
つ
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
見
解
が
分
れ
る
の
は
、
同
法
の
定
め
る
初

等
、
中
等
教
育
向
上
の
た
め
の
資
金
の
支
出
が
、
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
直
接
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そ
れ
ら
の
施
設
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
く
地
方
の
教
育
機
闘
を
通

じ
て
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
地
方
行
政
機
関
の
解
釈
態
度
に
よ

っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
可
能
性
を
含
む
と
こ
ろ
に
そ
の
原
因
が
求
め
ら



本}

q」
F
1
u
o

v令
A
吋

、

azyす
な
わ
ち
、
同
法
の
前
身
で
あ
る
、
教
育
法
第
一
三
章
二
コ
一
六
節
は
、
連

資

邦
政
府
が
地
方
教
育
機
関
を
通
じ
、
対
象
児
童
に
対
す
る
援
助
を
行
な
う
旨

定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

連
邦
教
育
局
の
と
る
立
場
は
、
児
童
福
祉
論
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
連
邦
の
規
制
お
よ
び
指
導
に
従
う
州
は
、
同
法
第
一
章
に
つ
き
、

(
凶
)

ア
ラ
ス
カ
、
ァ

I
カ
ン
ソ
ー
を
は
じ
め
合
計
一
七
州
、
第
二
章
に
つ
き
、
ア

ラ
ス
カ
、
ハ
ワ
イ
を
は
じ
め
合
計
一

O
州
、
第
三
章
に
つ
き
、
ア
ラ
パ
マ
、

(
ゆ
)

ア
リ
ゾ
ナ
な
ど
合
計
三
二
川
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
多
く
の
州
は
連
邦

の
方
針
を
遵
守
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
も
州
独
自
の
表

部
分
的
に
表
現
を
変
更
す
る
な
ど
、
「
州
権
」
の
表
現
と
思
わ

れ
る
修
正
部
分
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
連
邦
教
育
局
、
お
よ
び
大
多
数
の
州
教
育
局
に
よ
る
同
法
第
一
章
の

現
を
と
り
、

解
釈
に
お
け
る
児
童
福
祉
論
の
解
釈
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

川
当
局
は
、
公
立
学
校
以
外
の
学
校
に
登
録
さ
れ
て
い
る
児
童
が
伺
法

の
定
め
る
利
益
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
点
に
つ
き
、
決
定
、
認
容
す

る
義
務
が
あ
る
。

ω
こ
の
よ
う
な
私
立
学
校
は
、
資
金
も
し
く
は
財
産
を
取
得
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
受
益
者
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
法
に
よ
っ

て
供
与
さ
れ
る
物
資
お
よ
び
設
備
は
公
共
の
財
皮
と
し
て
の
地
位
を
維

持
す
る
。

ゆ
八
ム
金
は
私
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
で
は
な
ら

h

、、。

チ
ん

l
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
連
邦
政
府
は
、
公
立
校
以
外
の
児
童
が
公
立

校
児
童
と
同
様
な
「
特
別
な
教
育
上
の
配
慮
宮
「
2
9め
)
」
を
受
け
る
資
格

を
有
す
る
、
と
す
る
立
場
を
示
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
特
別
な
配
慮
を

私
立
校
児
童
が
受
げ
る
の
は
、
い
わ
ば
「
治
療
的
な
救
済
的
な
そ
し
て
福
祉

的
な
配
慮
」
(
同
7
0
3
芳
三
片
・

5
5
&
E
S
L
君。

-
F弓

8
2
5
ω
)
に
ほ
か
な
ら

(
同
〉

な
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
私
立
校
児
童
に
対
す
る
「
特
別
な
教
育
上
の
配

慮
」
に
つ
い
て
の
、
連
邦
教
育
局
の
立
場
は
多
く
の
川
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
各
州
の
立

場
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

川
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
何
の
定
め
も
し
て
い
な
い
州
が
あ
る
。

ヴ
ァ
l
ジ
ニ
ア
の
ほ
か
デ
ラ
ウ
エ
ア
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
ミ
シ
ガ
ン
、

ニュ

l
・
ヨ

l
夕
、
ヴ

7

1
モ
ン
ト
の
各
州
で
あ
る
。

ω
こ
れ
に
対
し
、
一
般
的
に
連
邦
政
府
の
見
解
に
従
い
つ
つ
、
州
の
基

準
を
設
け
て
い
る
も
の
に
は
、
ア
ラ
ス
カ
、
ァ
リ
ソ
ナ
、
ア
イ
オ
ワ
等

三
五
州
、
が
あ
る
。

ω
ま
た
、
連
邦
の
解
釈
よ
り
は
厳
し
い
基
準
を
設
け
て
い
る
州
と
し
て
、

北法19(1・202)202



カ
ン
十
ス
、
ス
プ
ラ
ス
カ
等
六
州
が
あ
る
。

ω
ま
た
ニ
の
ぷ
に
つ
い
て
立
法
の
趣
旨
か
ら
幾
分
逸
脱
し
た
と
思
わ
れ

る
川
が
あ
る
。
ア
ラ
バ
マ
、
メ
イ
ン
、
テ
キ
サ
ス
の
一
二
州
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
政
府
が
意
図
し
て
い
る
、
私
立
校
児
童
に
対
す
る

「
特
別
な
教
育
上
の
配
慮
」
に
つ
い
て
各
州
の
解
釈
乃
至
適
用
の
状
況
は
異

な
っ
て
い
る

札j

そ
こ
で
一
九
六
六
年
の
下
院
特
別
委
員
会
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
報
告
書

を
ま
と
め
、
州
に
よ
っ
て
異
な
る
解
釈
を
導
く
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
指
導

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
立
校
を
管
理
す
る
地
方
教
育
機
関

は
公
立
校
以
外
に
退
学
す
る
児
童
の
教
育
に
必
要
な
物
資
を
除
外
し
て
は
な

アメリカ合衆国における政教分離の原則

ら
な
い
こ
と
、
ま
た
児
童
の
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
な
法
律
上
の
制
限
を
設

{
同
》

け
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

さ
て
、
こ
の
初
等
、
中
等
教
育
法
の
解
釈
を
め
ぐ
る
第
二
の
問
題
と
し

て
、
同
法
第
一
章
に
定
め
る
「
可
動
教
育
設
備
」

(
g
c
r
r
&戸
8
2
0
5一

2
5宮
河
口
円
)
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
可
動

設
備
が
私
立
校
で
使
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
最
終
的
な
帰
属
先
は
当
該
私
立

校
な
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
公
け
の
財
産
と
し
て
と
ど
ま
る
の
か
、
と
い

う
点
に
あ
る
。

」
の
点
に
つ
い
て
の
連
邦
の
解
釈
は

先
に
あ
げ
た
よ
う

に
、
初
等
、
中
等
教
育
法
の
規
定
に
従
い

一
時
的
に
私
立
校
に
設
置
さ
れ

使
用
に
供
せ
ら
れ
る
が
、
所
有
権
は
地
方
教
育
当
局
に
あ
る
、
と
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
点
で
も
州
の
解
釈
は
一
致
し
て
い
な
い
。
一
九
六
六
年
の
下
院

特
別
委
員
会
の
報
告
書
は
、

「
可
動
教
育
設
備
は
、
児
童
に
対
し
よ
り
良
い
教
育
を
行
な
う
た
め
の

公
け
の
施
設
で
あ
っ
て
、
私
立
校
の
施
設
に
付
加
し
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
特
別
の
配
慮
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
可
動
設
備
は
、
八
ム
け
の
監

督
下
に
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
可
動
設
備
に
は
映
写
機
、
小
型
テ

レ
ビ
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
o

法
定
の
期
間
経
過
後
、
こ
の
よ
う
な

設
備
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
る
。

と
述
べ
、
「
可
動
設
備
」
が
使
用
さ
れ
る
場
合
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
一
九
六
五
年
初
等
中
等
教
育
法
は
右
に
み
た
よ
う
に
、
公
立
校
生
徒

が
受
け
る
と
同
様
な
利
益
を
、
教
区
校
生
徒
に
も
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
援
助
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
オ

ハ
イ
オ
州
の
デ
イ
ト
ン
(
ロ
ミ

g
コ
)
連
邦
地
方
裁
判
所
に
訴
え
が
提
起
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
連
邦
裁
判
所
で
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
な
る
か
ど
う
か

は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
は
第
一
項
問
題
の
所
在
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

北法19(1・203)203

る
が
、
従
来
連
邦
裁
判
所
は
、
公
立
校
に
お
け
る
祈
祷
事
件
に
つ
い
て
、
原

告
適
絡
を
問
題
を
理
由
に
、
つ
い
最
近
ま
で
移
送
命
令
を
出
さ
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
点
が
向
か
o

こ
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
て
か
、
初
等
中
等
教
育



料

法
等
の
司
法
審
査
に
関
す
る
法
案
が
上
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
主
と
し

資

て
上
院
議
員
モ

l
ス
(
宮
2
丘
、
グ
ラ
l
ク
(
色
白
井
)
お
よ
び
ヤ
!
ボ
ロ
フ

(nv 

(ペ日
rcHO口
問
「
)
の
一
一
一
人
の
努
力
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

上
院
を
通
過
し
た
が
下
院
で
は
失
敬
に
終
り
実
現
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
一
九
六
六
年
の
上
院
に
お
け
る
公
聴
会
で
も
こ
の
点
が
更
に
取
り
あ
げ

ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
ジ
ヤ
ツ
フ
ヱ
、
フ
ロ
イ
ン
ド
な
ど
の
賛
成
意
見
が
出
さ

〔
幻
)

れ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
こ
れ
に
反
対
し
た
。
こ
の
た
め
結
局
、
こ
の
援
助

の
合
憲
性
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
に
つ
い
て
定
め
る
法
律
は
成
立
す
る
に
至

っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
政
府
が
右
の
援
助
を
修
正
一
条
に
違
反

す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
争
訟
の
道

を
設
る
こ
と
を
避
け
た
、
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

同
法
の
定
め
る
「
可
動
設
備
」
を
教
区
校
に
】
設
置
す
る
こ
と
は
、
政
教
分

離
の
分
野
に
関
す
る
法
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
批
判
が

あ
る
。

(

1

)

旧
法
は
一
九
五

O
年
九
月
三

O
日
第
八
一
議
会
を
通
過
し
た
公
法
八

七
回
号
(
同
ν
c
g
F
n
F
2
4
∞
?
?
N
o
d
-
ω
・門
UMω
由
。
日
主
ー
)
で
あ
る
。

同ν
ロ『一百円、
mw

話
∞
∞
ム
0.
∞
Fr7(UOD四
日
間
祖
国
・

H
W
N
U
E
N
.

ハ
2
〉

句

巴

Z
F口
「
民
主
∞
也
ム
デ

ω
2・
N
2
・
S
片

7nuoDm同
B
Y
E
-
m
-
N
ω
O
N
-

(

3

)

 

(

4

)
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(
5
)
 
Hr-L.
∞
仰
向

-MφM.

同
日
出
門
戸

-mEVMOω
・

(ω)

HrH仏・

ω日
v
N
C印・

(

6

)

 

同一己弘・∞内川町
-

A

F

(
7
)
H
Z
L・
ω
2・
N
2
・
NON-NOω
・

(

8

)

円『三・

ω
2・
2
品・

(

9

)

円

ZL-
∞2
2
h
F・

(
日
)
こ
の
点
、
連
邦
議
会
が
示
し
た
立
場
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
た
も
の

と
し
て
、
ロ
E
ロ
ζ
.
欠。一一
a
s
L
の
g
円
問
。
戸
円
、
m
Z
0
5
¥吋
}
凶
作
【

U
E・

叫

n
y
z
ω
S
Z
伊
豆
σ
B
m
z
g
片

ym
明
色
白
己
〉
五
円
。
肘
ι
R
E
S
〉ロペ
J

E
河内一日間
5
口
g
L
円
宮
司
与
一
円
。
L
F
H
U
S
&・
ru『

O
D
E
-仏
〉
・

0
5ロ
色
白
(
わ
E
S問
c
u
d口一
2
5
q
c『
m
u
E
E問
。
司

3
5
呂
志
)
・

S
-

HH()6HE0. 

(
U
)

開〈
q
m
Dロ
〈
・
∞
C
R
L
O『開門山口
E
E
D
P
ω
ω
。

c・
m
-
H
晶、吋∞・

2
印
。
?

記

戸

開
L
・叶
HH
・
第
三
章
三
節
二
項
(
一
八
巻
二
号
二
二
ー
一
二

九
頁
)
参
照
。

(ロ
)
N
O
ぐ・

ω・
(
U
-

〉
・
明
日
ω由・

(
臼
)
こ
れ
ら
の
州
は
、
〉
r
m
r
p
〉円
r釦口
S
F
明一
C
H
F
ι
P
E
ω
r
O
W
E
-ロ
2
p

同ロ
ιHEm-
円、
E
Z
E
E
-
云
民
三
g
p
y向
吉
耳
目

D
E
W
Y向
H
E
B
e
-
-
z
o
g
L
P

2
2
F
S
F
Z
0
2
7
P
S
T
g
-
C
E
0・
H
N
7
0
L
Z
m
-
s
p
t
ξ
2
5品
S

E
p
g吉
EHロ間
w

で
あ
る
。

(
U
)

こ
れ
ら
の
州
は
と
田
宮
、
国
防
司
阻
止
w
忌
町
三
E
L
w
玄
5
5
H官
官
ご

Z
2
P
L
P
Z
2
』

3
3・
z
c
三
H
E
r
o
g
-
同
州
プ

Dι
何

回

ω
F
E
J司
自
片



的

〈町四一口町旬、
J

ぎ
C
5
5何
で
あ
る
。

(
日
〉
こ
れ
ら
の
州
は
〉

Z
E
E
P
〉一

g
r
p
〉
E
S
E
-
〉『
r
g
E
F
(
U
Cロロ
e

。口

C
2
7
同)。
-
5
5
H
P
のめ
GH間
H
P
E
m
r
o匂

F
L
E
E
-
r
g
E
F
F
0
2
3
E
p
i

玄
E
5・
F
Pミ
ダ
ロ
子
宮
民
自
の
7
5
2
Z
L
A同n
z
m
g・
ζ
5
5
5
F
宮

E
F

凶田一

3
r
z
。r
E∞E
W
Z命
者
同

ω
E
E
H
H
5
2
2々
ヤ
E
q
u
Z
2
ξ
ζ
2
5
0・

Z
2
F
U
p
r
o
g
-
O
E
O
-

。rzr
c
E
P
O
B
m
o
p
-
N
r
D
L
σ
r
z
E
-
m
cロ
p

n
R
D
F
H
P
〈
2
B
D
2・
〈
町
m
E
F
Jぞ
S
E口
m
S
F
巧
虫
丹
〈

H円四
5
2
.

名
古
E
Mロ
聞
で
あ
る
。

(
日
山
)
の

E
仏。

-
5
2
v
m山間再
22}
で
3
m
E
E
m
E門
間
仏
戸
口
巳

5
ロ
己
守
口
α古門戸〈め仏

ハ

urp}牛
耳
口
巧
E
}
H
E
m
s
p
u・
円
い
・
山
己
・
∞
-
u
o宮
Z
E
0
2
0『
出

E
r
r
-

HWLE円
pccロ
wω
口門
-
4ぐ
σ一『凶
HapH由自印
w
℃
-
N印・

(
幻
)
〉
』
D
5
5
-
c『(い『戸
R
Y
S
L
ω
s
z・〈
C「
〈
口
戸
吋
40・
ω
?〉
E
E出口

]
{
甲
町
出
場
官
官
・
品
一
{
申

SAHNω
・

(刊日
)

H

t

年
・
℃
-
A
F
N
U
-

(
川
口

)
F
E
-
-
6・
お
十
品
N
申
・
こ
の
点
、
連
邦
と
同
様
な
指
針
に
従
っ
て
い

る
州
は
一
八
、
連
邦
と
ほ
ぼ
同
様
な
立
場
に
立
ち
つ
つ
州
独
自
の
基
準
ー

を
持
つ
州
が
キ
ャ
リ
ア
ォ

l

ニ
ア
等
九
州
、
連
邦
の
基
準
よ
り
も
厳
格

に
、
こ
れ
ら
可
動
設
備
が
公
け
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
定
め
る
州
が
ミ

ス
l
リ
、
ネ
ぉ
ア
ラ
ス
カ
等
七
州
と
な
っ
て
い
る
。

アメリカ合衆国における政教分離の原則

〈

m
己

H
r
E・℃
-

h

昨日出・

(
幻
〉
同
ν
5同
g
g
E
ω
山口

ι
。
P
R
〉
5
2
H
g
E
C
E
H伶仏『
CH
号
。

ω告白
g
z
o
=

D町
(ur戸
ベ
ロ
「
自
己

ω
S
S
く・

C
E
Z
ι
ω
g芯
F
(
υ
2
ニ
Z
0・
ωωCωψω'
。
.

O
E
O
-
F
5
ロ
-
呂
町
田

こ
の
事
件
は
、
ロ
ミ

Z
ロ

h
E宣
言
え
胃
2
2円
以
ロ
門
的
お
よ
び
。

F
q

〉
ヨ

q
R
m
E
C
E芯
L
F同
問
。
官
印
E
己口口

C『
n
r戸門口
Y
E
L
Z
ω
g
z、

そ
の
他
二
二
人
の
市
民
、
か
原
告
と
な
っ
て
い
る
。
原
告
等
の
主
張
は
、

同
法
の
下
で
の
、
図
書
お
よ
び
図
書
館
用
品
は
供
給
が
違
憲
で
あ
り
、

こ
の
た
め
五

O
O万
ド
ル
の
損
害
倍
償
を
求
め
る
、
と
す
る
も
の
で
あ

る
o

∞

H

わ

伊

印

()N(〉戸
H
E
E
D
-
5∞
出
)
・
な
お
日
N
〈
可
問

5
5
「

河
内
〈
・
工
品
回
ム
怠
日
(
戸
由
自
由
)
・

(
幻
〉
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
取
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。
な
お

ω
E
Z・

ユロロ《
}.HWωZEZ729H門
〉
円
nD丘
四
回
同
国
戸
C
開口
mmL.
叶
由
民
民
〈
日
仏
下
回
話

回川ゆく・

N
印
(
岡
市
町
巴
)
・
が
あ
る
。

(
お
)
こ
の
可
法
審
査
に
関
す
る
規
定
は
他
の
教
育
関
係
法
、
福
祉
関
係
法

に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
と
同
様
な
も
の
で
あ
る
。
同
法
の
場

合
に
は
次
の
よ
う
な
ケ
i
ス
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

ω
同
法
の
下
で
連
邦
行
政
機
関
の
処
分
に
よ
り
、
他
の
施
設
に
対
し

て
行
な
わ
れ
た
資
金
の
貸
付
ま
た
は
供
与
の
た
め
損
害
を
受
け
た
公
立

ま
た
は
そ
れ
以
外
の
非
利
益
団
体
は
、
右
処
分
が
修
正
一
条
に
違
反
し

て
い
な
い
か
ど
う
か
の
決
定
を
す
る
た
め
の
宣
言
的
救
済

2
2
g
z・

5
ミ
百
一
芯
『
)
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
受
け
た
損
害
違
法
な
資
金
の
貸
付
ま
た
は
供
与
の
た
め
、
当
該

原
告
団
体
が
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
を
減
じ
た
こ
と
を
証
明
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
前
年
度
あ
る
い
は
当
該
年
度
の
所
得
税
納
入
者
は
、
連
邦
行
政
官

に
よ
っ
て
同
法
の
下
で
行
な
わ
れ
る
修
正
一
条
に
違
反
す
る
行
為
の
差
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車キ

止
め
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
同
法
の
下
で
、
公
立
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
非
利
益
団
体
ま

た
は
機
関
に
よ
る
資
金
の
貸
付
ま
た
は
供
与
の
申
込
み
が
修
正
一
条
に

違
反
す
る
こ
と
を
理
由
に
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
申
込
み
を

行
な
っ
た
当
事
者
は
、
右
申
込
み
を
拒
否
し
た
最
後
決
定
の
審
査
を
求

め
る
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
吋
，
rmDハ
H
O
Z
ω
r日〉、
H，Z

何回同
ω
Z
5
7
5の
口
同
色
E
耳
切
号
。
円
い
O口同
H・2mmwHM内山門「
σω
円
}HOD-ω

一
O
口

出
E
Cロ
E
一
一
司
耳
切
究
n
H
Z
p
m
N
〈
民
間
E
E
F
ω
唱

H
N
2・
工
会
・

2
8
2・

(
お
〉
上
院
の
司
法
特
別
委
員
会
の
憲
法
上
の
権
利
に
関
す
る
小
委
員
会

(ωιrnoE
ヨユ件。
α
2
M
n
o
E
C
E己
O
E
-
-
c
m
r
g
c同門
r
o
ω
E
2
0
(
V
C
E・

5
M
2
2
0口
同
r
o
p門
日
正
月
三

(
S
F
n
c口問ニ

N邑
∞
Eω
・
)
で
司
法
副
長

官
ジ
ョ
ン

-w
・
ダ
グ
ラ
ス
は
反
対
意
見
を
、
ジ
ヤ
ヅ
フ
エ

(FCC-m

γ『
『
巾
)
、
フ
ロ
イ
ン
ド
(
句

E
一
司
H
o
s
e
は
賛
成
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
述

べ
た
。

HZι
・同

M
Z
8・

こ
の
小
委
員
会
で
問
題
と
さ
れ
た
法
案
で
は
、
従
来
原
告
適
格

な

E
H
L
E伺

g

E
の
)
の
欠
如
の
た
め
修
正
一
条
の
下
で
の
合
憲
性
を
連

邦
裁
判
所
で
争
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
事
情
に
鑑
み
、
六
三
一
年
高
等

教
育
施
設
法
等
七
法
律
の
合
憲
性
を
争
う
納
税
者
訴
訟
を
認
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
案
は
、
宮
2
8
(。
5
m
g
)
、
わ
一
山
岳

(
F
E・)

ペR
r
c
B戸
m
F
(
吋
自
由
凹
)
何
円
〈
5
(
Z
C
H与
の
R
O
E
S
)
に
よ
っ
て
提
案
、

支
持
さ
れ
た
。
同
案
に
対
し
利
害
関
係
を
有
す
る
各
宗
教
団
体
が
こ
れ

に
つ
き
証
言
を
し
て
い
る
問
、
他
方
パ
プ
テ
ス
ト
の
公
共
問
題
に
関
す

る
合
同
委
員
会
会
員
長
問
E
P
E己

n
E
m
g
は
、
最
高
裁
が
「
原
告
適

資

格
に
つ
い
て
よ
り
広
い
定
義
を
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

∞

]-n・
ω・
ωO∞
-
(
∞
℃
ロ
ロ
mw
】泊町田)・

(
剖
)
同
法
案
が
最
初
審
議
さ
れ
た
際
に
は
、
一
九
六
四
年
経
済
機
会
法
、

六
五
年
高
等
教
育
法
等
に
お
け
る
援
幼
に
つ
き
、
修
正
一
条
の
下
で
の

司
法
審
査
を
認
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

∞

]-n・
ω・叩()同
(
H
m
w
m

山岳)・

(
お
)
同
法
に
つ
い
て

Z
巳
5
ロ
m
L
h
c
G口
口
ニ
え

n
F
C
2
7
は
承
認
を
し
た

が、

(U2HM
ヨ
E
E
C
E
Dロ
阿
川
巳
占
5
E
M
F
-
r
2
q
o門
司

r
m
n
cロ
ロ
ロ
エ
ロ
可
宮
古
円

で
あ
る
。
。

E
ロ
云
・
剛
山
内
一
一
ミ
は
、
「
児
童
に
利
益
を
与
え
る
も
の
が
何

で
あ
る
か
、
ま
た
学
校
に
利
益
を
与
え
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
、
を
区

別
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
」
と
批
判
し
た
。

∞
]
・
ゎ
・

ω
ω
H
0
・
(
∞
司
ユ
ロ
間
同
也
会
凶
)
'
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一
九
六
五
年
高
等
教
育
法
(
任
命
日
5
2
F
E
S
R
Gロ
〉
2
0『
5
8
)

一
九
六
五
年
高
等
教
育
法
は
、
広
く
地
域
問
題
解
決
の
一
環
と
し
て
取
り

あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
家
屋
、
貧
困
、
休
養
施
設
、

四雇
用
、
青
年
に
対
す
る
機
会
の
付
与
、
交
通
、
健
康
お
よ
び
土
地
利
用
な
ど

か
ら
な
る
地
域
社
会
の
主
要
な
問
題
を
意
味
す
る
。
同
法
は
こ
れ
ら
の
問
題

の
う
ち
単
科
大
学
お
よ
び
総
合
大
学
の
、
地
域
社
会
に
対
す
る
役
務

3
2
2

3ω)
の
提
供
に
あ
て
る
た
め
、

一
九
六
六
年
六
月
一
二

O
日
か
ら
一
九
六
九
年

六
月
三

O
日
ま
で
年
額
五
千
万
ド
ル
の
資
金
援
助
を
行
な
う
旨
定
め
る
も
の

で
あ
る
。



同
法
の
定
め
る
「
地
域
奉
仕
計
画
」

(
P
B
B
S
芝
伊
豆
月
間
4
0四
E
B
)

は
、
都
市
お
よ
び
そ
の
郊
外
地
域
の
問
題
を
処
理
す
る
た
め
、
研
究
計
画
、

大
学
の
拡
張
お
よ
び
教
育
の
機
会
提
供
を
含
む
教
育
計
画
、
活
動
あ
る
い
は

奉
仕
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
達
成
の
た
め
の
資
金
援
助
に
お
い
て
、

同
法
に
は
宗
教
的
教
育
に
対
す
る
資
金
の
支
出
を
禁
ず
る
旨
の
規
定
が
特
に

置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

4七7

「
第
一
一
一
節

教
派
的
教
育
(
百
円
宮
ユ

g
百
三
2
2
5ロ
)
に
関
係
を
有
す
る
、
あ
る
い

は
神
学
校
ま
た
は
神
学
部
(
凹
n
y
c
c
}
2
分古田
Z
B
g士
)
[
仏
王
ロ
ミ
)
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
教
育
計
画
、
活
動
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
本

法
に
よ
る
資
金
が
支
出
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
本
節
の
目
的
の
た
め
、

「
神
学
校
ま
た
は
神
学
部
」
と
い
う
用
語
ば
、
そ
の
教
育
計
画
が
特
に
聖

職
者
と
な
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
宗
教
上
の
職

業
に
就
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
神
学
科
を
担
当
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
分
野
の
施
設
ま
た
は
施
設
の
部
門
を
意
味

円

3
v
す
る
。
」

アメリカ合衆国における政教分離の原則

同
法
第
二
章
は
こ
の
た
め
、
大
学
の
図
書
そ
の
他
の
必
要
ロ
聞
を
充
足
せ
し

め
る
目
的
を
掲
げ
る
。
同
章
は
、

ω大
学
図
書
館
の
必
要
品
の
備
え
付
け
、

働
大
学
図
書
館
員
の
教
育
お
よ
び
研
究
、
お
よ
び
的
大
学
図
書
館
用
の
資
料

整
備
を
定
め
る
。
こ
の
う
ち
、

ωの
必
要
口
問
と
は
、
図
書
、
定
期
刊
行
物
、

文
書
、
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
用
テ
l
プ
、
レ
コ
ー
ド
、
視
聴
覚
用
品
そ
の
他

図
書
館
関
係
用
品
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
、
基
礎
費
用
と
し

て
各
高
等
教
育
施
設
あ
て
五
千
ド
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
申
請

に
基
づ
き
、
連
邦
の
委
員
の
判
断
に
よ
り
そ
の
他
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
る

が
、
そ
の
費
用
は
当
該
施
設
所
属
学
生
一
人
に
つ
き
十
ド
ル
を
越
え
な
い
額

ハ
4
V

に
と
ど
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
更
に
特
別
な
費
用
を
要
す
る
場
合
の
特

別
支
給
制
度
が
あ
る
。

」
れ
ら
の
費
用
の
支
出
に
あ
た
っ
て
は

こ
れ
ら
の
図
書
、

定
期
刊
行

物
、
文
書
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
物
品
は
、
教
派
的
教
育
あ
る
い
は
宗
教
的

礼
拝
、
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
神
学
校
あ
る
い

は
神
学
部
の
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
本
来
的
に
関
係
を
持
つ
よ
う
な
使
用
が
行
な
わ

れ
で
は
な
ら
な
い
旨
の
禁
止
規
定
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
い
う
神
学
校
あ
る

〈

5
〉

い
は
神
学
部
は
先
に
引
用
し
た
第
一
一
一
節
の
定
義
と
同
様
で
あ
る
。

倒
お
よ
び
刷
は
省
略
す
る
。

同
法
第
三
節
は
高
等
教
育
施
設
の
強
化
、

発
達
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
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こ
こ
で
い
う
高
等
教
育
施
設
と
は
、
学
士
号
を
付
与
す
る
こ
と
の
で
き
る

教
育
施
設
を
意
味
す
る
場
合
の
ほ
か
、
工
学
、
数
学
、
物
理
学
お
よ
び
生
物

学
を
専
攻
す
る
二
年
制
の
も
の
で
技
術
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
予
定
す



料

る
も
の
の
施
設
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
対
す
る
援
功
の
形

態
は
、
交
換
教
授
計
画
を
含
む
研
究
者
お
よ
び
学
生
の
交
流
計
画
、
高
度
の

資

研
究
を
含
む
訓
練
、
教
育
計
画
の
改
善
、
新
教
育
計
画
の
樹
立
、
図
書
館
、

研
究
所
の
よ
う
な
施
設
の
利
用
計
画
、
そ
の
他
学
術
研
究
計
画
の
強
化
お
よ

び
研
究
施
設
管
理
計
画
の
樹
立
に
必
要
な
資
金
の
供
与
が
定
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
い
て
研
究
、
教
育
活
動
に
従
事
す
る
も
の
に

対
し
て
奨
学
資
金
計
画
が
定
め
ら
れ
二
年
を
越
え
な
い
期
間
、
年
六
五

0
0

ド
ル
以
下
の
資
金
が
供
与
さ
れ
る
。

同
様
な
計
画
は
学
生
に
対
し
て
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
年
八

0
0ド
ル
以

下
の
資
金
が
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
学
生
に
対
す
る
資
金
の
供
与
の
ほ
か
、
低

利
貸
付
計
画
が
あ
り
、
右
の
研
究
所
、
そ
の
他
高
等
教
育
施
設
に
所
属
す
る

学
生
に
対
す
る
貸
付
計
画
が
ル
引
い
。

同
法
に
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
一
九
五
八
年
国
家
防
衛
教
育
法

(Zω
同

FOE-

り
え
由
民
O
M
U
L
E
g
t
D
ロ
〉
2

D
『
回
申
印
一
山
)

の
改
正
条
項
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
国
防
法
一

O
三
節
川
項
に
い
う
「
高
等
教
育
施
設
」

}
M
戸田

r
q
E
5
3
0ロ
)
を
先
に
あ
げ
た
高
等
教
育
法
の
定
め
る
施
設
と
同
様
に

改
め
、
こ
の
結
果
国
防
法
の
適
用
範
囲
を
広
く
解
す
る
に
至
っ
た
。

戸
同
百
三
時
三

5
ロ
C
『

同
法
第
五
章
は
小
、
中
学
校
教
師
の
再
教
育
の
た
め
資
金
の
供
与
を
定
め

る
が
、
こ
れ
に
は
特
に
資
金
が
宗
教
的
礼
拝
、
お
よ
び
教
育
に
用
い
ら
れ
て

(
H
)
 

は
な
ら
な
い
旨
の
禁
止
規
定
が
あ
る
。

同
法
第
六
章
は
お
等
教
育
施
設
の
改
善
の
た
め
の
財
政
援
助
を
定
め
る
。

そ
の
対
象
は
、
こ
れ
ら
施
設
の
、
判
教
室
の
改
良
、

ω実
験
室
等
の
特
殊
教

室
等
の
設
備
の
改
善
、
付
テ
レ
ビ
施
設
等
の
備
え
付
け
、

ωそ
の
他
適
当
と

認
め
る
施
設
の
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
子
こ
の
よ
う
な
設
備
の
充

実
に
あ
て
る
資
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
宗
教
上
の
教
育
に
あ
て
る
こ
と
を

禁
ず
る
」
規
定
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
章
の
定
め
る
設
備
あ
る
い
は
物
資
が
、
教
派
的
な
教

育
あ
る
い
は
宗
教
上
の
礼
拝
ま
た
は
神
学
校
あ
る
い
は
神
学
部
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
関
係
を
有
す
る
も
の
に
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
神
学

校
あ
る
い
は
神
学
部
の
定
義
は
す
で
に
あ
げ
た
場
合
と
同
様
で
あ
F
o

と
こ
ろ
で
同
法
第
七
章
は
一
九
六
三
年
高
等
教
育
施
設
法
の
改
正
部
分
に

あ
て
ら
れ
て
い
る
。
同
法
に
つ
い
て
は
本
節
ニ
に
触
れ
た
。
改
正
に
よ
れ

ば
、
同
法
一

O
六
節
の
定
め
る
「
高
等
教
育
施
設
」

(
田
口
】
ロ
ω片
岡
門
口
氏
。
ロ

O
『

E
m
7
2
a
R
E
Dロ
)
も
ま
た

ω高
等
教
育
法
の
定
め
る
施
設
の
拡
張
ま
た

は

ω新
設
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
こ
の
高
等
教
育
法
の
定
め

る
資
金
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
改
め
ら
れ
、
こ
の
結
果
適
用

の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
。

最
後
に
、
こ
の
高
等
教
育
法
の
一
般
的
禁
止
規
定
と
し
て
、
判
、
教
育
内

北法19(1・208)208 



容
、
人
事
、
購
入
図
書
等
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
禁
止
を

定
め
た
ほ
乍
、
川
刷
、
F

」
の
援
助
を
受
け
る
高
等
教
育
皆
川
設
内
の
、
入
学
資

格
、
施
設
内
の
私
的
団
体
、
そ
の
他
の
ク
ラ
え
あ
る
い
は
宗
教
団
体
の
運

営
に
対
す
る
監
督
等
を
禁
止
し
た
。

{。
(

1

)

同
法
は
一
九
六
五
年
一
一
月
八
日
成
立
し
た
も
の
で
、
副
題
は
「
上

級
中
等
教
育
お
よ
び
高
等
教
育
課
程
に
属
す
る
学
生
に
対
し
、
財
政
援

助
を
与
え
る
た
め
、
ま
た
、
単
科
大
学
お
よ
び
総
合
大
学
の
教
育
施
設

の
強
化
の
た
め
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
よ
r
t百
円
、

ω宅
S
B
U
N
タ

呂

号

。D口四
百
m
m
w

出

-m-
叩
印
ミ
・

(
2〉

H
Z
L
.
ω
2・
E
H
・

(

3

)

守
正
・

ω
2・
己
「

(

4

)

手
五
-
m
R
M
S
-
N
O
ω
・

(
5
V
H
F
E・問
2
・
NCUY
・

(
6
〉
同
ず
乞
・

ω
2・
8
A
F
(白)・

ハ
7
〉

F
E・
ω
2・
ωC印
(

包

)

(
8〉

Hr巳・

ω
2・
AFOM-AFCM-

〈

9
)

手
広
・

ω
2・
お
?
以
下

〈

m
)
H
r広・

ω
R・品
2
・
そ
の
他
、
国
防
法
を
改
正
し
た
部
分
に
は
、
同
法

二
O
四
節
ゆ
項
の
「
学
生
貸
付
金
」
等
が
あ
る
。

(

日

〉

H
r
E
-
m
R・
印

()N'

(
ロ
〉
こ
の
川
仰
に
い
う
特
殊
教
室
等
に
は
、
視
聴
覚
教
室
お
よ
び
そ
の
必
要

品
、
科
学
、
数
学
、
外
国
語
、
歴
史
、
地
理
、
政
治
、
英
語
、
そ
の
他

アメリカ合衆国における政教分離の原良IJ

芸
術
等
の
人
文
学
の
教
育
に
必
要
な
教
室
、
図
書
室
お
よ
び
そ
の
必
要

口
聞
が
含
ま
れ
る
。
ま
と
、
付
に
い
う
子
レ
ピ
施
設
等
に
は
放
送
設
備
を

除
外
し
た
、
教
育
テ
レ
ビ
放
送
用
施
設
を
合
む
。

Hrfι
・
ω
2・
2ω
・

(ロ
)

H

F

H

L

・
ω
2・由。屯・

(M吋
)
H
r
E
-
mめ
円
・
寸

CH・

(
日

M
)
H
F
E
ω
R
-
∞OAF-

第

項

と

め

ま

一
、
以
上
、
本
節
で
は
宗
教
団
体
の
経
営
に
か
か
る
教
育
機
関
に
国
が
直
接

的
に
経
済
援
助
を
行
な
う
場
合
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た
。
メ
リ
!
ラ
ン
ド
州

最
高
裁
の
判
決
と
連
邦
政
府
に
よ
り
三
立
法
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
従
来
の
児
童
福
祉
論
を
基
礎
と
す
る
経
済
援
助
の
場
合
と
は

異
な
っ
た
現
象
が
示
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
許
容
さ
れ
た
援
助
の
形
態
は
、

援
助
が
児
童
そ
の
も
の
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
施
設
に

対
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
す
る
と
こ
ろ
に
修
正
一
条
と
の
調
和

点
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
連
邦
の
立
法
、
お
よ
び

州
の
立
法
は
必
ず
し
も
右
の
限
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
教
育
機
関
に
対

北法19(1・209)209

す
る
直
接
的
援
助
を
目
的
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
の
最

高
裁
が
扱
っ
た
、
ホ
l
レ
ス
・
マ
ン
・
リ
ー
グ
対
公
共
事
業
委
員
会
事
件
は

」
の
問
題
が
州
最
高
裁
判
所
で
扱
わ
れ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。



料

」
の
判
決
で
は
第
一
一
項
に
み
た
よ
う
に
、
四
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
対
す
る
公

金
の
支
出
が
そ
れ
ぞ
れ
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、

一
大
学
に
対

資

す
る
支
出
の
場
合
は
合
憲
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
合
憲

違
憲
の
判
断
基
準
は
、
個
々
の
場
合
に
大
学
が
宗
教
的
要
素
を
ど
の
程
度
有

し
て
い
る
か
に
つ
き
、
人
事
、
教
育
内
容
、
そ
の
環
境
、
入
学
資
格
、
学
生

の
宗
教
構
成
等
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
メ
リ
1
ラ
ン
ド
州
の

へ9
ω
d

立
法
が
、
州
の
一
般
法
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
教
育
機
関
に
対
す
る
特
別
法
と

な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第
二
項
に
あ
げ
た
連
邦
法
と
異
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
特
定
の
宗
教
団
体
に
対
す
る
国
の
援
助
と
し
て
の
性
格
が

み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
が
三
大
学
に
対
す
る
援
助
を
違
憲
と
し
た
背

景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
宗
教
団
体
に
対
す
る
援
助
を
違
憲
と
み
る
立

場
が
あ
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第
一
項
一

に
あ
げ
た
よ
う
に
、
一
九

O
O年
を
前
後
と
す
る
初
期
の
州
最
高
裁
の
判
決

が
、
い
ず
れ
も
特
定
の
宗
教
団
体
の
経
営
に
か
か
る
施
設
に
対
す
る
援
助
を

否
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
か
ら
考
え
る

と
、
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
最
高
裁
が
一
九
六

0
年
代
に
至
っ
て
、
こ
の
種
の
施

設
に
対
す
る
援
助
を
(
た
と
え
一
大
学
に
限
る
も
の
で
あ
っ
て
も
)
認
め
た

」
と
は
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
右
の
ホ
l
レ
ス
・
マ
ン
・
リ
l
グ
事
件
を
と
ら
え
て
み
る

と
、
援
附
射
を
合
憲
と
し
た
背
景
に
は
、
た
と
え
特
別
立
法
で
あ
っ
て
も
こ
の

種
の
立
法
が
州
の
教
育
水
準
の
向
上
を
は
か
る
一
般
法
た
る
性
格
を
持
つ
、

と
す
る
考
え
方
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
古
川
は
裁
判
所
が
、
同
大
学

に
対
す
る
援
助
の
場
合
は
、
こ
れ
が
宗
教
的
儀
式
、
教
育
に
用
い
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
問
題
の
大
学
は
修
正
一
条
が
意
味
す
る
教
派
的

大
学
と
は
言
え
な
い
、
と
す
る
立
場
か
ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
教
育
水
準
の
向
上
を
目
的
と
す
る
立
法
の
要
請
は
、
先
に

み
た
一
九
五
八
年
の
国
家
防
衛
教
育
法
の
場
合
に
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
と

」
ろ
で
あ
る
が
、

一
九
六

0
年
代
の
三
立
法
は
こ
の
傾
向
を
一
層
促
進
し
た

と
一
百
え
る
。

二
、
ま
ず
、

(
3
)
 

一
九
六
三
年
の
高
等
教
育
施
設
法
が
施
設
付
属
設
備
の
設
置
を

定
め
る
ほ
か
、
高
等
教
育
施
設
そ
の
も
の
の
建
設
を
定
め
て
い
る
こ
と
は
、

従
来
の
福
祉
論
の
範
囲
を
著
し
く
越
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
六
五
年
の
初

ハ
4JV

等
中
等
教
育
法
、
同
じ
く
高
等
教
育
法
が
同
様
に
こ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る

」
と
は
第
二
項
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
立
法
の
傾
向
な
ら
び
に
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
最
高
裁
の
す
-
場
を

考
え
て
く
る
と
、
児
童
福
祉
論
は
次
第
に
そ
の
内
容
を
拡
張
し
て
き
て
い
る

北法19(1・210)210



こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
児
童
福
祉
論
を
三
つ
の
段
階
に
区

別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

{
5
u
 

ω
第
一
は
一
九
四
七
年
の
エ
ヴ
ア
ソ

γ
事
件
の
議
論
を
契
機
に
、
連
邦

最
高
裁
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
ポ
リ
ス
・
バ
ワ
1
の
行
使
を
基
礎
と
す
る
、

〔

6
)

福
祉
論
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
が
初
期
の
諸
判
決
に
お
い
て
と
ら
れ
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が
エ
ヴ
ア
ソ
ン
事
件
で
連
邦
最
高
裁
の
認
め
る
と

い
ず
れ
も
す
で
に
第
三
章
三
節
に
お
い
て
触
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
段
階
の
児
童
福
祉
論
は
児
童
そ
の
も
の
が
対
象
と
な
っ

こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
、

て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
児
童
が
学
ぶ
施
設
そ
の
も
の
に
対
す
る
援
助
は
厳
に

化)

否
定
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

アメリカ合衆国における政教分離の原則

(2) 

し
か
し
現
代
国
家
の
要
請
は
右
の
範
囲
に
止
ま
ら
ず
、
国
家
の
防
衛

目
的
、
知
的
水
準
の
向
上
、
お
よ
び
教
育
の
実
質
的
平
等
を
白
的
と
し
た
結

果
、
理
工
系
学
科
を
中
心
に
、
援
助
の
範
囲
を
拡
大
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
教
科
書
、

給
食
、

お
よ
び
通
学
手
段
の
供
給
を
越
え

て
、
教
育
機
関
備
え
付
け
の
設
備
等
を
対
象
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

国
家
防
衛
教
育
法
は
こ
の
鳴
矢
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
州
最
高

裁
、
連
邦
最
高
裁
の
判
断
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
こ
の

立
場
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
容
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
も
っ
ぱ
ら
今
後
に
残
さ

れ
た
問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
傾
向
を
一
層
押
し
進
め
た
の
が
第
三
の
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
こ

で
は
児
童
そ
の
も
の
に
対
す
る
援
助
、
お
よ
び
教
育
機
関
備
え
付
け
の
設
備

の
み
な
ら
ず
、
教
育
、
研
究
施
設
ま
で
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
メ
リ
l
ラ

γ

ド
州
最
高
裁
の
判
決
は
こ
の
場
合
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
児
童
福
祉
論
の
範

鴎
に
入
れ
て
考
え
る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
、
は
言
葉
の
問
題
で
あ
っ
て
、

同
判
決
は
特
に
「
わ
Z
E
Z
E
Eこ
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
判
決
の
基
礎
に
は
、
こ
れ
が
学
生
の
一
般
教
育
水
準
の
向
上
を
目
標
と

す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
種
の
立
法
を
合
憲
と
み
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
学
生
の
利
益
を
十
分
に
考
慮
し

た
見
解
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
第
二
、
第
三
の
立
場
に
な
っ
て
く
る
と
、
も
は
や
一
九
二
九
年
の
ボ
l

デ
ン
対
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
教
育
委
員
会
事
件
で
と
ら
れ
た
見
解
、
す
な
わ
ち
、

「
こ
の
よ
う
な
供
給
に
よ
る
受
益
者
は
学
校
で
は
な
く
、
児
童
そ
の
も
の
で

あ
る
」
と
す
る
見
解
で
は
説
明
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
こ
の
第
二
、
第
三
一
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
援
助
の

目
的
は
窮
極
の
と
こ
ろ
児
童
、
先
徒
、
学
生
お
よ
び
研
究
者
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ら
教
育
施
設
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
考
え
方
も
十
分
成
り
立

ち
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
立
法
上
の
配
慮
と
し
て
、
一
九
六
五
年
初
等
中

等
教
育
法
の
定
め
る
、
「
可
動
教
育
設
備
」

(
g
o
r
-
-
α
E
5
E
D
E
S己
下
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料

5
8門
)
の
最
終
的
な
帰
属
先
が
私
な
校
で
は
な
く
、
地
方
教
育
当
局
に
あ

(
8
)
 

る
と
す
る
の
は
、
右
の
疑
問
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

資

一
二
、
こ
の
よ
う
な
福
祉
論
を
基
礎
と
す
る
立
法
の
拡
張
的
傾
向
に
対
し
、
政

教
分
離
原
則
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
可
能
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
「
分
離
の
壁
原
則
」
の
主
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
立

場
は
宗
教
団
体
に
対
す
る
間
接
的
な
援
助
も
認
め
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
い

な
い
の
で
あ
っ
て
、
初
期
の
児
童
福
祉
論
そ
の
も
の
に
も
批
判
的
見
解
を
示

し
て
い
る
。
従
っ
て
次
第
に
拡
張
さ
れ
た
児
童
福
祉
論
を
認
め
る
立
場
に
な

い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
第
二
の
「
非
優
先
分
離
論
」
の
立
場
は
微
妙
で
あ
る
。
こ

の
立
場
は
、
国
は
宗
教
団
体
に
対
し
、
平
等
な
取
扱
い
を
す
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
見
解
を
基
礎
と
し
て
、
児
童
の
教
育
水
準
の
向
上
を
目
標
と
す
る
福

祉
的
性
格
の
立
法
は
、
そ
れ
が
宗
教
団
体
全
般
に
平
等
に
行
な
わ
れ
る
も
の

で
あ
れ
ば
修
正
一
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。
こ
の
立
場

は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
の
積
極
的
役
割
を
、
「
宗
教
教
育
に
対
す
る
援
助
で

は
な
く
し
て
社
会
福
祉
立
法
で
あ
る
」
(
口
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g
aロ
g
-

(
け
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E
s
r
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ω
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B
r
m
z
s
g
)
と
と
ら
え
る
見
解
に
基
礎
を
置
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
か
ら
同
様
に
学
校
給
食
お
よ
び
一
般
教
育
設

備
の
場
合
の
連
邦
の
役
割
も
肯
定
さ
れ
る
。
一
九
四
六
年
学
校
給
食
法
が
前

者
の
具
体
的
例
で
あ
り
、
科
学
、
数
学
、
外
直
語
教
育
の
た
め
の
必
要
な
設

備
を
定
め
た
一
九
五
八
年
国
家
防
衛
教
一
町
降
、
お
よ
び
六
三
年
内
等
教
育
施

設
法
、
六
五
年
の
初
等
中
等
教
育
法
、
尚
等
教
育
法
が
そ
れ
ぞ
れ
後
者
の
例
で

あ
る
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
援
助
が
』
同
定
さ
れ
る
主
た
る
理

由
は
、
学
生
の
教
育
水
準
の
向
上
に
あ
り
、
教
区
校
乃
至
宗
教
団
体
設
立
の

大
学
が
こ
れ
ら
教
育
を
促
進
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
援
助
を
欠
く
と
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て

公
立
校
と
教
区
校
の
聞
の
差
が
著
し
く
な
り
、
児
童
、
生
徒
が
教
育
機
関
の

選
択
の
自
由
を
失
う
と
指
摘
さ
内
か
。
こ
の
点
、
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
が

保
障
す
る
信
教
の
自
由
は
、
市
民
が
自
己
の
宗
教
的
信
念
に
従
っ
て
教
育
機

関
を
自
由
に
選
択
す
る
自
由
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
か
と
う
か
、
は
問
題
が

あ
ろ
う
。
合
衆
国
憲
法
は
、
私
立
校
を
援
助
す
る
政
府
の
義
務
を
定
め
て
は

信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
義
務
か

い
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

従
っ
て
、

ら
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
市
民
の
宗
教
的
信
念
に
基
づ
く
学
校
選
択
権
を
保

障
す
る
義
務
が
生
じ
て
く
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

匹

}

A

V

R

M

、

fs
チー

」
の
よ

う
な
宗
教
団
体
の
教
育
機
関
に
対
す
る
援
助
が
促
進
さ
れ
る
背
景
に
は
、
市

民
の
宗
教
的
信
念
に
従
っ
て
子
弟
の
教
育
機
関
を
選
択
す
る
権
刺
に
対
し
、

こ
れ
を
実
質
的
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
考
慮
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
は
結
局
の
と
こ
る
、
信
教
の
自
由
を

い
ず
れ
を

と前
る提
かと
よす

両ゑ
害警
帰ーヘ
す内田

そ襲
。、の
う
L 樹

足芸
合桑

ミ宇
る
政
策
の
聞
の

図
、
こ
の
「
非
優
先
分
離
論
」
の
立
場
は
、
非
信
仰
者
に
対
す
る
関
係
せ

「
相
対
分
離
論
」
と
「
協
働
的
分
離
論
」
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

仕j

こ
の
「
協
働
的
分
離
論
」
は
、
国
は
宗
教
活
動
に
対
し
中
立
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
信
仰
者
の
聞
の
中
立
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
っ

て
、
信
仰
者
と
非
信
仰
者
の
聞
の
中
立
ま
で
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
一
九
六
二
年
、
一
九
六
三
年
の
公
立
校
に
お
け
る

語
、
喜
朗
読
遼
彰
決
は
修
正
一
条
を
誤
っ
た
解
釈
で
あ
る
と
す
る
批

アメリカ合衆国における政教分離の原則

判
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
祈
薦
、
聖
書
朗
読
に
関
す
る
判
決
の
立
場
は
少

な
く
と
も
少
数
者
の
良
心
の
自
由
を
保
護
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
右
の
「
協
働
的
分
離
論
」
の
立
場
は
、
信
仰
者
間
の
中
立
を

保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
聞
に
平
等
に
、
か
っ
そ
れ
ら
に
友
好

的
態
度
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
と
宗
教
団
体
の
聞
に
協
働
し
合
う
こ

と
の
で
き
る
分
野
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
利
益
が
児

童
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
教
育
機
関
に
及
ぶ
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
。
こ
の
点

で
児
童
福
祉
論
の
広
義
の
解
釈
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「
相
対
分
離
論
」
の
立
場
は
、

国
と
宗
教
団
体
と
の
絶
対

分
離
を
主
張
し
つ
つ
、
他
方
児
童
の
受
益
権
を
容
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
両
者
の
絶
対
的
分
離
を
主
張
す
る
観
点
か
ら
、
六
二

年
、
六
三
年
の
祈
薦
、
聖
書
朗
読
違
憲
判
決
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
少

数
者
の
良
心
の
自
由
の
保
障
に
十
分
意
を
尽
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
信
仰

者
と
非
信
仰
者
の
間
に
も
同
様
に
修
正
一
条
の
保
障
を
貫
ぬ
く
立
場
を
そ
の

点
で
、
協
働
的
分
離
論
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場
が
、
児
童
の
受
益
権
を
容
認
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
つ
つ

も
、
受
益
権
の
限
界
を
ど
こ
に
置
く
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
致
し
た
見

解
に
達
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
立
法
を
要
請
す
る

現
代
国
家
に
お
い
て
、
初
期
の
児
童
福
祉
論
の
立
場
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
こ

れ
ら
立
法
の
実
効
性
は
期
待
し
偏
向
べ
き
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
協

働
分
離
論
の
立
場
に
お
い
て
さ
え
も
、
広
義
の
児
童
福
祉
論
の
立
場
を
容
認

せ
ざ
る
を
得
な
い
段
階
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、

福
祉
論
の
最
広
義
の
立
場
を
是
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
右
の
よ
う
に
最
広
義
の
立
場
を
導
入
す
る
場
合
に
、
こ
の
相
対
分

北法19(1・213)213 

離
論
の
依
っ
て
立
つ
、
国
家
と
宗
教
の
分
離
の
絶
対
性
と
言
う
も
の
を
ど
の

よ
う
に
解
す
る
か
、
は
な
お
今
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
両
者
の
分
離
の
絶
対
性
と
福
祉
立
法
に
お
け
る
援
助
の
容
認
と
い



耳十

う
相
対
的
な
立
場
を
ど
の
よ
う
に
一
凋
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
困
難
な

(

れ

)

問
題
で
あ
る
。

資

五
、
し
か
し
、
国
家
と
宗
教
と
言
う
両
者
の
分
離
の
相
対
性
を
論
ず
る
際

に
、
両
者
の
間
に
存
在
す
る
現
象
を
、
国
家
に
よ
る
宗
教
団
体
乃
至
そ
の
活

動
に
対
す
る
経
済
的
な
援
助
に
か
か
る
場
合
と
、
精
神
的
な
支
援
を
行
な
う

場
合
と
に
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
あ
げ
た

協
働
分
離
論
、
相
対
分
離
論
の
い
ず
れ
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明

確
な
区
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
の
聞
に
存
在
す
る
現
象
を
把
握
し
、
考

祭
の
対
象
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
前
者
の
分
離
論
の
場

合
に
は
福
祉
立
法
の
受
容
が
分
離
の
絶
対
性
と
相
容
れ
な
い
、
と
す
る
野

も
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
に
後
者
に
つ
い
て
み
て
も
無
宗
教
乃

主
非
信
仰
者
の
自
由
の
保
障
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
国
家
の
友
好
的

態
度
の
限
界
に
問
題
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
b

こ
の
よ
う
な
分
離
論
の
態
様
に
鑑
み
、
結
局
国
家
と
宗
教
の
分
離
を
考
え

る
場
合
に
は
、

精
神
的
の
両
分
野
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
適
応

し
た
原
則
の
確
立
が
要
清
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
そ
の

「
序
」
に
お
い
て
、
国
家
に
よ
る
経
済
的
な
援
助
と
、
宗
教
教
育
お
よ
び
宗

経
済
的
、

教
的
儀
式
に
対
す
る
援
助
の
両
面
か
ら
判
例
を
追
及
し
よ
う
と
し
た
の
は
、

も
て
は
ら
こ
の
点
の
考
慮
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
と
し
て
第
三
章
で
は
前
者
、
す
な
わ
ち
経
済
的
援
助
の
問
題
を

取
り
扱
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
児
童
福
祉

論
、
乃
至
公
福
祉
論
を
基
礎
と
し
て
次
第
に
援
助
が
拡
大
さ
れ
る
方
法
に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
修
正
一

条
の
定
め
る
国
教
条
項
の
保
障
の
見
地
か
ら
多
く
の
批
判
が
あ
る
こ
と
も
す

で
に
こ
れ
ま
で
に
触
れ
た
。

ハ
釘
)

」
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
結
局
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

)
 
l
 
(
 
第
一
に
、
国
家
は
信
仰
者
間
の
み
な
ら
ず
、
信
仰
者
と
非
信
仰
者
の

聞
に
お
い
て
も
中
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
従
っ
て
、
国
は
そ
の
立

法
活
動
に
お
い
て
信
仰
者
、
非
信
仰
者
を
問
わ
ず
平
等
な
取
り
扱
い
を
す
べ

h
c
こル」。

(2) 

第
二
に
、
立
法
の
目
的
が
宗
教
活
動
を
促
進
し
た
り
、
あ
る
い
は
育

成
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
活
動
を

禁
止
し
た
り
制
限
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

(3) 

第
三
に
、
広
義
の
福
祉
論
に
立
っ
て
直
接
的
な
援
助
が
行
な
わ
れ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
援
助
の
形
態
は
個
別
的
な
、
特
定
な
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
援
助
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
同
種

類
の
団
体
乃
至
活
動
に
対
す
る
と
同
様
な
、
平
等
な
一
般
的
な
形
態
で
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
(
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
先
に
あ
げ
た
メ
リ
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ー
ラ
ン
ド
州
最
内
裁
の
認
め
た
個
別
的
立
法
の
合
憲
判
決
に
は
問
題
が
残
る

と
忠
わ
れ
ろ
。
)

こ
の
よ
う
な
直
接
的
援
助
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
援
助
を

受
け
る
団
体
の
果
し
て
い
る
宗
教
的
役
割
の
差
異
に
特
に
留
意
す
べ
き
こ

と
。
す
な
わ
ち
、
初
等
中
等
教
育
の
レ
ヴ
ェ
ル
と
、
高
等
教
育
乃
至
研
究
機

(4) 

第
四
に
、

関
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
目
的
に
お
の
、
す
か

ら
相
違
が
み
ら
れ
る

V20
す
な
わ
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
そ
の
教
育
活
動

の
す
べ
て
が
全
人
格
的
色
彩
を
借
び
て
い
て
、
宗
教
教
育
と
通
常
の
教
育
の

間
に
裁
然
と
し
た
区
別
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
に
対
し

伯

高
等
教
育
乃
至
研
究
機
関
レ
ヴ
ェ
ル
の
場
合
に
は
、
宗
教
的
色
彩
が
比
較
的

弱
い
か
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
例
が
多
い
と
言
う
事
情
が
あ
る

アメリカ合衆国における政教分自在の原則

こ
と
。
従
っ
て
最
広
義
の
立
場
に
立
つ
援
助
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
直
接
的

援
助
が
許
容
さ
れ
る
の
は
こ
の
よ
う
な
高
等
教
育
乃
一
全
研
究
レ
ヴ
ェ
ル
に
限

定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
ヨ
一
回
う
こ
と
。

(め

第
五
に
、
こ
の
意
味
か
ら
直
接
的
援
助
が
容
認
さ
れ
る
場
合
に
は
、

被
援
助
団
体
と
宗
教
団
体
と
の
関
係
、
被
援
助
団
体
の
人
的
構
成
、
そ
の
役

割
、
そ
の
活
動
、
そ
の
構
成
員
に
対
す
る
宗
教
的
影
響
力
そ
の
団
体
に
対
す

る
社
会
的
評
価
等
に
つ
き
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。

」
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
考
え
る
と
、

一
九
六
六
年
の
メ
リ
l
ラ
ン
ド

州
最
LM裁
の
判
決
は
多
く
の
も
の
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
児
童
福
祉
論
の
三
態
様
を
め
ぐ
る
、
絶
対
分
離
論
、
非
優
先
分
離

論
の
L

札
場
か
ら
の
倹
討
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
分
離
論
に

つ
い
て
「
区
別
と
協
同
の
原
僻
」
が
あ
る
が
、
ニ
れ
は
両
者
の
問
に
そ
の
役

割
に
お
い
て
区
別
が
あ
る
が
両
者
は
協
同
し
あ
う
べ
き
こ
と
と
す
る
立
場
に

立
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
特
に
触
れ
な
い
。

(
1
)
E
2月
。
豆
m
g
c
m
m
E
〈
・
出
口
ω『
与
え

MYい
r
t
n
t司
2
r
m

本
節
-

項
参
照
。

(

2

)

こ
の
点
判
例
集
を
み
る
機
会
を
得
て
い
な
い
の
で
四
立
法
の
名
称
は

挙
げ
ら
れ
な
い
。
メ
リ
l

ラ
γ
ド
州
議
会
は
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
四
つ
の
法
律
(
念
日
三
丘
三
宮
)
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。

∞』・
(
U

・
ω
A
O
-
-
(
回申出品)・

〈

3
〉
吋
ゲ
ゆ
出
一
回
7
2
何
?
円
E
Z口
同
リ
百
三
号
出
〉
2
0
h
呂
田
ω
-
N
C
〈・

ω
・

(
U

・
〉
・
申
叶
申
H

・

(

4

)

↓
}
再
開
一
命

E
E
d
g
ミ
ω
コι
ω
2
0
D
L
2可
開
門

-
E
S
E
-
h
】
芝
山
町

-HMEr--n

戸州
W
J

ミ
∞
A
W

ム
デ

g
H
f
m
u
o口
問
耳
目
皿
、
出
・
列
-
N
ω
S
・
お
よ
び
斗
r
m
E
P四ゲ質

問《

r
B己
D
ロ
〉
2

0
門
戸
甲
町
印
・
唱
に
Z
K
T
w宅
∞
申
・
ω
M
m
y
∞由時
r
h
o口問『
E
F

E-m-ug吋・

(
5
)

何
語
目
。
ロ
〈
・
回
00丘
三
何
色
c
n
p
t
g
-
ω
g
c
-
ω
-
H
・
第
三
章
三
節

二
項
山
(
本
誌
一
八
巻
二
号
二
二
|
一
二
九
頁
参
照
)
。

(

6

)

た
と
え
ば
∞

S
三

O
『
同
《

r
g
c
cロ
D
町回目一円
5
5叶
ゅ
の
G
戸口
Q

〈・
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料

名
r
g
F
M
3
〉

-
B∞
・
な
お
、
こ
の
点
第
三
章
三
節
に
あ
げ
た
諸
判

決
を
見
よ
(
一
八
巻
二
号
七
三
一
良
以
下
〉
。

(

7

)

(

1

)

参
照
。

(

8

)

本
節
二
項
三
の
註
(
初
)
参
照
。

(

9

)

、H
，Z
J
F
-一
C
同
川
町
宮
円
同
門
戸

O
R
w
o
o
s
-
R
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二

章
四
節
三
間
(
本
誌
二
ハ
巻
一
号
九
八

l
一
O
一
一
良
参
照
〉
。
ブ
ラ
ッ

ク
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ア
ー
ク
両
判
事
、
コ
ン
ヴ
ィ
ツ
(
忌
回
一
件
。
ロ
河
-
r
c
p

EN)、
カ
ツ
ツ

(
5
5
2
0・
EN)、
プ
エ

7
7
1
(
C
C
U
F
F円)

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
叩
)
同
，
r
O
R
Z
o
-
V
3
P
Bロ
2
3
0
2
E
R
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
章
四
節

三
山
(
一
六
巻
一
号
九
五
|
九
八
頁
参
照
)
。
ス
ト
ー
リ
(
』
c
m
名
「

ω
Z
3、
)
、
タ
ー
ヮ

l
(
【U
c
c
r三
、
コ

l
ウ
イ
ン
(
開
ι耳
ωロ同

ω・ゎ
2143ロ)

コ
イ
パ

l

(
同
M
E
-
0・
烈
吉
開
拓
同
)
お
よ
び
、
リ
ー
ド
、
ダ
グ
ラ
ス
雨
判

事
な
ど
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(

H

)

関山口問》
R
・可
ω
三
の
・
【
u
r
z
R
Y
mロ
品
∞
宮
古
川

(UCC
司巾
E
C
〈
ぬ
∞
兵
出
-
E
C
ω
3
・

き
豆
一
円
rF同
印
口
戸
・
河
内
〈
・

8
2
8
3・

(
ロ
〉
吋

Z
Z巳
5
ロ凶}一
O
m
p
D
自
開
ι戸
8
2
0ロ
〉
2
0『
呂
田
・
第
三
章
二
節

三
項
(
一
七
巻
一
号
一
一
一
一
九

l
一
四
三
頁
参
照
)
。

(日
)

(

3

・
4
)
参
照
。

(

U

)

同
州
釦
己
完
♂
∞
己
目
】
E
・
9
℃
・
三
時
・
℃

-a-

(
t
u
)

回目》五・目ド

ω
∞・

(日印

)
H
r
L
同戸印叩・

ハ
ロ
〉
こ
の
点
の
区
別
は
先
に
、
野
村
寿
子
「
国
家
と
宗
教
の
関
係
に
対
す

資

る
一
考
察
|
|
ア
メ
リ
カ
の
判
例
の
分
析
を
中
心
に
し
て

l
l」
(
比

較
法
研
究
お
号
八
五
|
八
八
頁
、
一
九
六
五
年
)
に
お
い
て
指
適
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
区
別
に
必
ず
し
も
反
対
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
(
本
誌
一
六
巻
一
号
一

O
二
1

一
O
三
頁
参
照
)
、
両

者
を
裁
然
と
区
別
す
る
こ
と
の
困
難
を
感
じ
、
本
稿
で
は
特
に
区
別
し

て
紹
介
し
て
は
い
な
い
(
同
九
五

l
一
O
二
頁
)
。

(
刊
日
)
何
口
町
巳
〈
・
〈

=ω一p
u叶
(
)
C・
ω
-
A
F
N
H
(
H
m
v
h山
N
)
・
ω

口
r
c
c一
己
岡
山
ケ
〈
・

∞
n
Z
E宮
古
喜
《
同
室

5
3可
〈

-
nロユ
2
F
ω
三
〈
・
∞

-
N
8・
5
r
a

N
L
E
P
∞
ω
∞
三
回
山
由
。
・
な
お
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
つ
い
て
は
第
四

章
で
触
れ
る
。

(
m
m
)

相
内
田
口
百
冊
子
∞
毛
予
告
・
門
戸
℃

-
S・
な
お
宅
ニ
一
同
氏
σ巾口問
w

河内一
-m-cp

ロ
3
5の
Enu〉
司

c
r一
片
付

ιロ
自
己
中
P
5
H山
色
弱

5
5
5
〉
B
O
H
R
F

。ι-

s
r
rロ
hcm}ミ
・
官

-
M
8
2
8∞
)
・
は
「
教
会
と
国
家
の
分
離
は
、
宗

教
活
動
の
あ
る
部
分
に
つ
き
、
政
府
が
宗
教
に
対
し
協
力
乃
至
援
助
を

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

(
初
)
こ
の
点
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
の
判
決
は
ま
だ
な
い
。
コ
イ
パ

l
教

授
は
こ
の
点
必
ず
し
も
積
極
的
に
賛
成
を
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い

が
、
肯
定
的
立
場
を
表
明
す
る

o
E三
官
・

ω叩・

(
幻
)
野
村
前
掲
八
七
頁
も
こ
の
点
を
指
摘
す
る
。

(
勾
)
同
八
七
頁
。

(
幻
)
同
八
七
頁
。

(
斜
)
一
五
巻
一
二
号
六
一
頁
下
段
。

(
お
)
こ
の
ま
と
め
に
は
必
ず
し
も
第
三
章
に
扱
っ
た
判
決
の
立
場
に
限
ら
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れ
な
い
面
が
あ
る
。
特
に
一
九
六
二
年
六
三
年
の
祈
務
、
聖
書
朗
読
違

憲
判
決
の
影
響
は
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
m
m
〉

(

I

U

参
照
。

(
幻
)
阿
山
田
己
目
》

2
・
2
℃

5
・
0
官

-
n
F
H
司・

ω
∞・

な
お
、
こ
の
財
政
援
助
に
つ
き
、
初
等
中
等
教
育
を
高
等
教
育
と
に

よ
っ
て
宗
教
的
影
響
が
異
な
る
と
す
る
出
口

g
n
E
〉

E

Z
河内
E
m
5
P

2
2
2子
毛
E
Z
E
C巳〈
2
E
q
r
同
2
一・寸∞由
E

斗∞ア

(
Z
0・日・

5
8
)

が
あ
る
。

(
叩

C
Z
2
ω
e
m
s
t
o
p
r
E
O
E己ロロ
t
c口
開
口
仏
(
U
C
G司

E，u巳
C
ロ
ロ
on円ユロ。

が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
章
四
節
三
明
ハ
一
六
巻
一
号
一

Q
一
l

一O
二

頁
)
参
照
。

伯アメリカ合衆国における政教分離の原則l
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